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緒

結核菌 ニヨリ人類 ノ蒙 リツ ・アル惨害 ハ實 二戦

蝸 モ及 バザル歌態 ニシテ、此 ガ撲滅 テ期 セ ンガ

爲 メ廣汎 ナル研究 ノ多撒行 ハ レツ ・アルハ周知

ノ事ナ リ。然 レ ドモー方叉結 核菌 ノ感染 ニ ヨ リ

獲得 セル免疫 性 ニヨリ多数 ノ人命 ガ救助 セラ レ

ツ ・アル事 モ見逃 スベ カラザル事實 ナ リ。・斯 ク

ノ如 ク全 ク相反 スルニ様 ノ結果 ラ示 ス事 ヨリシ

テモ、結核研究 二當 リテハ結核 ノ感染、登病、

虹 二免疫 ノニ方面 ヨ リ研究 テ行 フベキガ當然 ナ

リ。前者 ノ原因 二就 テハ種 々ナル要約 テ必要 ト

、スレ ドモ就 中重要 ナルハ膣 内二進 入 セル結核菌

ノ檜殖、拉 二播布如何 ニ シテ、 コノ事 二關 シテ

余 ハ既二第3報 二於テ詳細 ナル報 告 ラ行 ヒタル

テ以 テ、弦 二於 テハ諸種免疫元 中特 二近年 問題

トサ レツ ・アル各種結核菌艦成分 ノ冤疫元 性 ノ

有無 ラ聞明 セ ントス。

本研究 テ開始 スルニ先立 チ從來 ノ免疫學的研究

ノ文獣 テ旙 ケバ、免疫元 ノ登見 ハ1890年Koch

①ノ「ツ」ノ登見 二端 ラ嚢 シ
、更 二同氏 ガ死菌免

疫読 テ提唱 シテ以來、Levy`2)及 ビLlevy,Blu-

menthal,Marxer《3)等 ガ振盈法 ニヨ リ死滅 セシ

メタル菌 テ免疫元 トナ シ、免疫達成 二良結果 テ

得 タ リ ト報告 セル ー反 シCalmette,Guerin及

ピBretor(4)ノ ・死菌 ニ ョリテハ 何等免疫性 テ 附

與 シ能 ハズ ト全 ク相反 セル報告 テ行 ヘ リ。是等

ノ研究 ガ即 チ死菌免疫 二關 スル研究 ノ噛矢 トモ

言 フベキモノニ シテ爾來、加熱、化學的、物理

學的操作等 ニヨ リ死滅 セ シメタル 菌 ヲ免疫元

トシテ ノ研究盛 二行 ハ レタ リ、然 レ ドモ死菌 ハ

動物禮 内二於 テ長時 日吸牧 サ レズ組織 内二残留

シテ炎症症状 テ惹起 シ免疫敷果 ノ生菌発疫 二及

バズ、且 ッ免疫性 三就 テモ甲論乙駁定 ル所 テ知

ラズ ソノ實際的憤値 テ疑 フ者多 ク、從 ツテ弦 二

結核 ノ生菌免疫 ガ企劃 セラルく・二至 レリ、 コソ

言
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生菌免疫 二關 スル研究 モ其緒 ハKoch(5)ガ 結 核

二感染 シ、死 テ免 カ レタル犬 ガ再感染 二封 シテ

抵抗力 テ得 タル事 實、及 どIR6mer等 ニ ョッテ

確詮 セラレタル コ.,ホ 氏現象 二關 スル研 究 二端

ヲ登 シ、生菌免疫 帥 チ強毒結核菌 ノ少量接種或

ハ弱 毒性菌即 チ鳥型結核 菌、 「チモ テー」菌、B.

C.G.戸 田TF.-16S.等 接 種 ニ ヨル研究行 ハ

レ、B.C.G.戸 田TF.-16S.二 於 テ免疫元 性 テ

附與 セ シメ得 ル事 テ聞明 シダ レ ド、生菌免疫 ハ

危瞼性多 キ爲 メー般 二實際的 二使用 セ ラレズ、

現今 二至 リ再 ピ死菌免疫 二望 ミテ託 スル學者 少

シトセズ、死 菌 テ免疫 元 トシテ ノ研究再 ピ盛 ト

ナルニ至 レリ。上述 ノ如 ク免疫 二關 スル研究 ハ

古 クヨリー定軌道 上 テ 彷復 セル ノ ミニ シテ、

Kochノ 出現以來既 二牛世紀 二亙 リ多激 ノ學者

ら ヨリ種 々廣汎 ナル研究行 ハ レタ リ ト錐 モ從 來

使 用セ ラレタル免疫元 ハ何 レモー程度 ノ見 疫 性

ラ動物或 ハ人膿 二與 へ得 ル ト唱 ルー派 ト全 然無

憤値 デ アル ト唱 フルー派 ト相封立 シ、 甲論 乙駁

其 蹄 スル塵 テ知 ラザル状態 ナ リ、 上述 ノ如 ク生

菌 、或 ハ死菌 テ免疫元 トシテ免疫 テ行 フ以外 二

脱 脂結核 菌、或 ハ菌盟成分 テ免疫元 ト'シテ ノ研

究 モ亦 古 クヨ リ行 ハ レ特 二後者 二關 スル研究 ハ

1891年Babes㈲ 、西浦(6》氏 ニ ヨリ結核 菌膿成分

中類脂肪禮 ガ非特異性 ナル コ トテ述 ベタルニ端

テ畿 シ爾1來Muche),Barissaksieber(8⊃,u.

Metalnikou(9}等 ニ ヨ リ研 究 セラル ・_至 レリ、

然 ルニ近年 二至 リ再 ピ米國 ノAnderSOn(io)ガ 化

學的方法 ニ ヨリ結核菌燈 成分 ノ詳 細 ナル 抽出

言成功 シ
、Sabid(11!及 ピ 其 ノ共 同作業 者虹 二

Pinner(12)等 ニ ヨリ病理學 的免疫學 的方面 ノ検索

行 ハル ・二至 ルヤ結核菌盟 ヨリ抽 出 セル成分 ラ

見疫元 トナ λ研究、盆 篭盛 トナ リ、 吾國 二於 テ

モ見玉㈹、林働、渡 邊㈹
、 佐藤⑳、 藤澤働、.中
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島(IS)、山田(19)、箭頭(20)氏等 ノ研究相踵 デ 行ハ レ

結核菌成分中類脂肪罷ガ最モ優 レタル免疫元ナ

ル事 テ報;li'セリ。然 レドモ是等諸研究 ハ総 テ免

疫學的研究 ノ主黙 ラ軍二補膿結合性抗艦産生能

力 ノ有無二置キ、免疫獣二於ケル抵抗力 ノ獲得、

即チ感染防禦實験 二關スル方面 二就 テノ詳細ナ

ル研究ハ殆 ンド行ハ レズ、最近 二至 リ箭頭21博

士ガ結核菌 ノ類脂肪艦 ノ型特異性二關スル研究

テ登表 シ、引綾 キ、戸田教授(22及ビ箭頭博士等

ノ・四肢皮内菌接種法 テ磨用 シ、粗製結核菌類脂

肪膿 テ以 テ免疫 セル海猿 ノ抵抗力二就テノ實験

テ試 ミ弱度 ナガラ抵抗力 ラ檜加 セシメ得 タリト

ノ報告 テ行 ヒタルニ過 ギズ。弦 二於テ余ハ第3

報及 ビ第4報 二於 テ行ヘル、全身淋巴腺塗抹標

本鏡検方法 ヲ慮用 シ、Andersonノ 方法ニヨリ

結核菌 ヨリ抽出 シ得 タル、燐脂質、脂肪、蝋脂

質等 ノ免疫元性テ知 ル ト共 二是等 テ免疫元 トセ

ル場合二接種 セラレタル結核菌 ノ艦 内二於ケル

播布状態 ノ詳細 ナル検索テ行 ヒ、併 セテ是等各

種結核菌膣成分二就 テ先 ヅ感染防禦能力 ノ有無

テ閑明 シ、更二感染防禦能力テ有 セル ウ ラク

チオン」二就 テ治療数果實験 テ行ヘ リ.

第一章 實験材料

1)供 試 獣 成熟健康海瞑

2)供 試菌 教室保存 ノ「フラ ンクフル ト」人型

結核 菌

3)供 試培 地、 ペ トラニ アー二氏培地、4%「 グ

リセ リンブ イヨン」培 地

4)菌 艦 成分抽 出二使 用 セル藥品、「クロロホル

ム」「エー テル」「アセ トン」

5)染 色液 チール氏 「カルボール フ クシン」レフ

レル氏液

第二章 結核菌膿諸成分ノ抽出法及ビ其性状

第 一・節 各 種 「フ ラ ク チ オ ン」ノ

抽 出 方 法

結核菌盟成分 ハ種 々分類 セ ラレ、渡邊氏 ハ、「リ

ボ イ ド」様物質、 「ヒス トン」含有蛋 白質、 「ヌ ク

レン」酸、及 ビ「ヌ ク レオプロテ ィ ド」ノ4成 分 二

分類 セ リ。又Andersonハ 結 核菌盟諸成分 テ先

ヅ次 ノ如 クニ3種 二大別 セ リ、 即 チ1)水 可溶

性物質、2)「 エー テル」可溶性物質、3)菌 残渣 ナ

リ。而 シテ「エー テル」可溶性物質 ヨ リ第一、及

ビ第二燐脂質 、及 ビ脂肪 テ得、菌残渣 ヨ リ脱脂

菌、及 ビ蝋脂質等 ト詳細 ナル抽 出 ラ行 ヘ リ。

余 ハAndersonノ 方 法 二倣 ヒ結核菌燈成分 ノ

抽 出テ行 ヒタルモ、其方法 ハ多少趣 テ異 ニ セル

テ以 テ此塵 二其 ノ抽 出方法 ラ記 セバ次 ノ如 シ。

供試結 核菌 ラ4タ 」「グ リセ リンブイ ヨン」培 地 中

二約8週 間培 養 テ行 ヒタル後 、 コッホ釜 中ニテ

約30分 間加熱滅菌 テ行 ヒコ レテ濾過 シ、漏 斗上

ニ テ菌禮 テ滅菌 シ、 生理 的食盤水 テ用 ヒ数同洗

漁 テ行 ヒタル後、更 二滅菌 蒸溜水 テ以 テ洗條水

ガ無 色 テ呈 スルニ至 ルマ デ洗1條ラ行 ヒ、菌盟 テ

濾紙 上 二憤 ゲ充分水分 テ吸牧 セ シメ タル後、 コ

レテ「エー テル」内二投 ジ、菌 テ蒐集 シー定量 二

達 シタル後、Soxhllet氏 浸 出器 テ使 用 シ「エー

テル」中ニ テ約200時 間浸 出 テ行 ヒ、斯 クシテ得

タル浸 出液 テBerkefeld氏 濾過 器 テ以 テ濾過

シ、得 タル 濾液 テ乾燥 セシメ タル モノテ粗製

「フォスファチ ド」ト構 シ、本物質、 及 ピ菌残渣 ト

ニ就 テ、以 下記載 スル ガ如 キ方法 二從 ヒ更二抽

出 テ行 ヘ リ。 即 チ、

1)菌 残渣100瓦 二封 シ、約200妬 ノ割合 二「ク

ロロホル ム」テ加 へ約3月 間37度 艀 卵 器 内二置

キ、毎 日2乃 至3同10撒 分 宛 強 ク振盗 シ、然ル

後 之 ラザ ィツ氏濾過器 テ以 テ濾過 シ、 ソノ濾液

ラ微温重盈煎 上 一テ加 温 シ、 「クロロホルム」ノ

除去 テ行 ヒテ蝋 脂質 テ得 タ リ.

2)上 記 粗製 「フAス フ7チ.ド 」 二 「エーテル」
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二加 ・・ZE9日2同 乃至3同 、撒 日間張 ク振盈 シ、

ザ ィツ氏濾過器 ニ テ濾過 セバ、赤褐色透明 ノ液

テ得、次 二該濾液 ラ分液濾斗 内二注 入 シ之 二同

量 ノ蒸溜水 テ 加 へ 毎 日約30分 間宛2日 間振盗

シタル後、5日 間室温 二放置 セバ「エーテル」ハ

上層 二蒸溜水 ハ下層 二劃然 ト分離 スルラ以 テ静

カニ分液濾斗 ノ下部活栓 テ開キ 蒸溜水 ラ 「ピー

カー」中二取 リ、約60度 ノ重盈煎上 ニテ加温蒸

褒 セ シム レバ極 メテ少量 ノ淡黄色粉抹状 ノ物 質

テ得、 コノモ ノニ「エー テル」テ加 へ溶解 セザル

事 テ確 メタル後、再 ピ「エーテル」ヲ蒸登 セ シメ、

之 二蒸溜水 ラ加 フルニ直チニ溶解 セ シム。斯 ク

ノ如 クシテ得 タル物質 ガ即 チ、水可溶 性物質水

溶液 ナ リ。次 二分液濾斗 内ニテ、蒸溜 水 ト分離

セル上層液、即 チ「エー テル」中 ニハ「エー テル」

第1表

及 ビ「アセ トン」可溶物質、拉 二「エー テル」可溶

「アセ トン」不溶性物質 ノニ種 ラ含有 セル テ以 テ

是等 ヨリ更 二分析 ラ行 フ。即 チ前記上層 「エーテ

ル」二約500耗 ノ「アセ トン」テ 加 ヘ テ 濾過 シタ

ル液 ヲ'1日 室温 二放 置 ス レバ、大 量 ノ淡黄赤褐

色透 明液 ト少量 ノ沈渣 テ得、後者 テ乾燥 セ シム

レバ、淡黄色粉抹状 ノ物質 テ得、 之即 チ、第一

燐脂質 ト稽 ス。次 二前透 明液 テ数 日冷室 内二保

存 セバ、再 ビ少量 ノ淡黄 色 ノ沈 澱物 テ生 ズ。 之

EPチ 第2燐 脂質 ナ リ、斯 クシテ「エー テル、アセ

トン」混合液 ヨ リ「エー テル」溶解 性 「アセ トン」

不溶解 性 ナル第一一、 第二燐 脂質 テ除去 シタル残

リ ノ黄褐 色 ノ液 テ、微 温重盈煎上 ニテ乾燥 セシ

ム レバ粘稠 性飴檬 赤褐色 ノ物質 テ得、是 即チ脂

肪 ナ リ。

結核菌饅成分抽出方法表

4%「 グリセリソブ1ヨ ソJ培地内人Fe結 核菌培養

↓
洗 潅(食 盤水及蒸溜水)
↓

加「エーテノγ」1

濾過「エーテル」加等量蒸溜水

↓
「エ ー テル」溶 液

↓

濃 縮

↓

加 「エ ー テノレ」

↓

濾 過

↓

1

↓
菌残渣
↓
乾 燥
↓

加「クロロホルム」
↓

蝋脂質

↓
「エー テノレJ可溶 「ア セ ト ソ」可溶 性 及

「エー テル 」可溶 「ア セ ト ソ」不 溶 性 物 質(上 暦液)

加 「アセ トソ」

↓

濾 過

1

↓「
エーテル」不溶物質

(蒸溜水)

丞 可溶性物質

↓「
アセ ト ソ」可溶 性 物 質

↓
脂 肪

↓
巳ア セ ト ソ」不 溶 性 物 質

1

↓
室温沈澱
↓

第一燐脂質

↓冷
却沈澱
↓

第二燐脂質

第 二 節 各 種 「フラ ク チ オ ン」ノ性 状

『フォスファチ ド」中ニハ 「エー テル」 「ベ ンゾ・一

・ル」「クロロホルム」拉 二、油類 ニハー般 二溶 ケ易

キモ、酒精 二溶 ケ難 イ種類 ノ 「フォスフフチ ド」

ハ油類 ニモ溶 ケ難 久 結核菌盟 ヨリ得 タル、「フォ

スファチ ド」 ハ油類 二溶 ケ易 久 從 ツテ 酒精 ニ

モ可溶性 ナ リ。 「エー テル」「アセ トン」ノ庭置 ニ

ヨリ得 タル 「フォスファチ ド」 ハ更 二夫 々 ノ性質
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二慮 ジ適 當 ナル溶媒 テ用 ヒテ精 製 シ得 ル性質 テ

有 ス、 叉 「フ。ス フ。チ ド」 ノ或 モ ノハ旋 光性 ラ

有 スルモ ノア リ。 「フ。ス ファチ ド」 一ハ 化學的

一以上 ノ如 キ性質 テ間 明 セ リ ト錐 モ結核 菌膿 ヨ

リ得 タル、 「フォスファチ ド」 ノ性状 二 就 テハ 未

ダ詳 ナ ラザル ガ如 シ。

1)第 一一es脂 質 、淡黄 色粉状 テ呈 スル モ特 別 ノ

結 晶 ラ鏡検 ニ ヨルモ認 ムル事 テ得 ズ、燐 脂質特

有 ノ香氣 ラ有 シ「エー テル」可溶 「アセ トン」不溶

ニ シテ本物質 テ載物硝子上 二塗抹 シチー ルネー

ルゼ ン氏染色法 テ行 ババ結核菌膿 ノ染色 二於 ケ

ル ト同様 紅色 二染 色 セラレ美麗 ナル光澤 テ有 ス

ル事 ラ知 レルモ、該染色標 本 中 ロバ全 ク抗 酸性

菌 ラ登 見 シ得 ザ リキ。

2)第 二燐 脂質 、第一燐脂質 同檬淡黄 色 デ呈 シ、

多少粘稠性 ラ有 スルモ、特 異ノ結晶テ認 メ得ズ、
「エー テル」可溶 「アセトン」不 溶性ニシテ本抽出

物 ノチールネールゼン氏染色ニヨリ紅色美麗二

染色セラル ト錐モ抗酸性菌 ラ登見 シ得ザリキ。

第二燐脂質ハ吸漁性強 ク漁潤 ナル室氣中ニテハ
・徐々二酸化分解 シ、又熱 二封 シテモ不安定ナリ。

3)脂 肪、赤黒褐色粘稠飴状 ニシテ特有 ノ香氣

テ有 ス。

4)蝋 脂質。蝋脂質 中ニハ液膿蝋、植物性固禮

蝋、動物性固膣蝋 ノ3種 テ有 シ、結核菌禮 ヨリ

得 タル蜷脂質ハ動物性固膿蝋 二属 スルモ ノナラ

ン、然 レドモ未ダ其詳細 ナル構造性質不明ナリ。

本物質ハ黒褐色 ノ柔軟性固膿ニ シテ香氣テ有サ

ズ、多少粘稠性テ有 ス。

第三章 燐脂質ヲ以テ見疫元 トセル感染防禦實験

結核免疫 達成 ノ目的 二向 ツテ ノ研究 ハ種 々ナル

攣遷 テ経 タ リ ト錐 モ未 ダ満足 シ得 ル結 果 二到達

シ得 ザ ル歌 態 ナ リ。最近 二於 テハMuch氏 〔7)ガ

「エー テル アル コー ル」叉 ハ 「メチ・一ル アル コー

ル」越幾斯 二造抗原性 ラ有 スル事 ラ報 告 シテ 以

來結核 菌禮 成分 テ免疫元 トセル研究 盛 トナ リ、

其後Meyer(23)氏 ノ實験 ニヨ リ結核菌及 ビ其 「ア

ル コー ル、 エー テル、ベ ンツオール」等 ノ溶 媒

一 ヨリ得 タル菌越 幾斯 テ免疫元 トナ シ動物 テ免

疫 セバ、抗禮 テ産 生 シ、結核 菌(生 菌)俘 游液、

及 ピ其 ノ「リボ イ ド」ト試験管 内 二 於 テ補匿 結
ら

合反癒 テ呈 スル コ トテ 報告 シ以來Dienes(24),

Furth2)5)等 ニ ヨ リ追試 ガ行 ハ レ、又吾國 一於 テ

モ、林、渡邊、佐藤氏等 ノ研究 ノ結 果結核 菌禮

成分 中、 「リボ イ ド」ガ抗元性 テ有 スル事 テ確認

セ リ。「リボ イド」即 チ類 脂罷 ハ化學 的 ニハ(或 ハ

ピ リント稻 スル人 モ ア リ)「 フ。スフ7チ ド」 「セ

レブロシ ド」t「z.テリン」等 テ含 有 スルモ ノニ シ

テ從來免疫元 トシテ使用 セラ レタル「リボ イ ド』

ハ勿論純 梓 ノモ ノニ非 ズ シテ、 「リボ イ ドJ中 ヨ

リ燐脂質 ラ抽 出 シタルハAnderson.=.シ テ、コ

ノモノラ使用 シテ、病理學的、及 ピ免疫學的研

究 テ行 ツタノハSabinPinne及 ピ其他 ノ共同

作業者 ナリ。然 レドモ從來 ノ免疫研究ニへ 補

膿結合反慮、病理學的検査、沈降反慮、凝集反

庶等 ガ行ハ レタル ノミー シテ被免疫動物禮内二

進入セル菌 ガ如何 ナル歌態 ノ下二播布スルモノ

ナルカ、即チ免疫元ガ菌 二封 シ如何 ナル防禦能

力 テ有 スルカニ就テハ、戸田教授、箭頭博士ガ

四肢皮内菌接種法 テ慮用 シテ感染防禦實験テ行

ハレタル以外 ニハ余 ノ寡聞未 ダ文獣 テ知 ラズ。

故二余ハ直接膿内工進入 シタル菌 ノ淋巴系統ニ

ヨリ播布 セラレタル菌量及 ピ遅速 テ探索 シ以テ

感染防禦能力 ノ有無 ラ確 定 セリ。

第 一 節 免 疫 元 ノ製 法

各 々ノ「フラクチオンJヲ 免疫元 トジテ使用セソトス

ル場合、注射 二適スルが如キ溶解液 ヲ作製セザルベカ

ラズ。然 レ・ドモ本物質ノ・一般二完全溶解不能ナルヲ以

テ、比較的卒等ナル「エムルヂオソ」トシテ注射ヲ行フ

ノ外ナジ、從ツテ燐脂質 ヲ注入ヌルニ當 リテへ 先ヅ

少量 ノ「エーテル」ヲ加へ溶解 セシメタル後、O.5%沼

炭 酸加生理的食盤水 ヲ加へ強〃振盈 シZF等 ノ「エム〃
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ヂオ ソ」トナシ注射施行時二注射筒内二於テモ常二振

盈シツ ・注入セリ。
ぴ

第 二節 免 疫 方 法

供試獣12頭 ヲ選 ビ、免疫開始前二豫メ50倍 稀繹傳研

作製奮「ツベ〃クリ}ぐ」液 ヲ使用シ、試獣ガ非結核ナル

事ヲ確メタル後、5日 間ノ間隔 ヲ以テ側腹壁皮下二左

右交互二3同 毎同5瑳 宛燐脂質 ノ注入 ヲ行ヘリ。

第 三 節 供 試菌 液 ノ製 法 、 及 ピ

試 験 戚 染 方 法

1)供 試菌液 ノ製法、ペトラニアー二氏培地上二7週

間培養 ヲ行ヒタル、供試菌/登 育旺盛ナノレモノヲ35

麺秤量シ、之ヲ乳鉢内二入v、 之二1滴 乃至2滴 ノ生

理的食璽水ヲ加へ充分研磨 シタル 後漸次食盤水 ノ量

ヲ培加シ7妬 事ナ・y、帥チ、食臨水1蝿 中二5彪 ノ結

核菌ヲ含有セノ1!ガ如キZF等 菌浮游液ヲ製ス。

2)試 験感染力法、燐脂質ノ皮下注入3同 完了後、8

日目二「ツベル〃リソ」皮内反磨ヲ検査後、2日 目帥チ

免疫元注入完了後10日 目二7頭 ノ海瞑 ノ腹壁皮下二

前記菌浮游液0.5蝿 、即チ2.5彪 ノ菌 ノ接種 ヲ行ヒ、

更二5頭 ノ海狸 二・・膝關節腔内二1.0瑳 ノ同一供試

菌接種ヲ行ヘリ。(第4表 参照)

3)塗 抹標本作製鏡検方法

総テ第三報實験二行ヒタルヲ以テ並二再録 ヲ避〃、第

三報、第二章、第一節、第二項、第三項、第四項、第

五項、及 ビ第六項 ヲ参照セラレタシ。

第 四節 「ツーこル ク リ ン」反 底 槍 査 法

供試海猿ガ免疫實験開始前二豫メ「ツ」皮内反磨 ノ陰

性ナル事 ヲ確メタル後免疫元 ノ注入ヲ開始 シ、注入完

了後一定日数ノ後、即チ試験感染前二再ビ「ツ」反庶 ノ

検査 ヲ行ヘ リ。其方法 トシテノ・、皮内注射法ニシテ、

量ノ・傳研作製薄'ツ ベルク リソ」ノ10倍 或 ノ・50倍 稀

葎液0・1蛭 ナリ。封照 トシテ・・同時二10倍 稀繹「グリ

セリソブイヨソ」0・1蝿ヲ皮内注射 シテソノ反慮 ノ出

現ノ有無ヲ検 シ、共皮膚 ノ登赤度ヲ測定 シ直裡0.5糎

以上ヲ以テ陽性 トナス。(第4表 参照)

第 五 節 實 験 順 序

「ツベルクリ鞠 皮内反庶検査ニヨリ
、供試海猿 ノ結核

二罹患セザル事 ヲ確定シタゾレ後
、前記方法(第 三章第

二節)ノ 下二免疫元 ノ注入及ビ試験感染 ヲ行 ヒ
、腹壁

皮下菌接…種例二於テへ、8日 、15日 、20日 、25日 、
27日 ・30日 。膝關節腔内菌接種例 二於テノ・

、8日 、

15日 、20日 、22日 ト夫 々生存 日数 ヲ異ニシテ 「クロ

ロホノソみ」麻酔 ノ下二屠殺 ヲ行 ヒ、各 々ノ海狸 ノ全身

ヨリ約40個 ノ淋巴腺 ノ摘出、及 ビ肺臓、肝臓、腎臓

脾臓 ノ4圭 要臓器 ノ小片 ノ切除 ヲ行ヒ、第三報第二章

二記載セル ト同様、淋巴腺及 ビ臓器片 ノ菲薄塗抹標本

鏡検方法 ニヨリ淋巴腺内結核菌 ノ播布状態 ヲ検シ、他

方免疫元 ノ注入ヲ行ノ・ザルi封照例二於ケル菌 ノ播布

状態 トノ比較 ヲ行 ヒ、以テ免疫禮 ニヨル菌播布阻止作

用ノ有無ヲ槍索セリ。

第 六 節 實 験 成 績

22頭 ノ供試 海猿 テ、12頭 、及 ピ10頭 ノ甲、 乙

2群 二分 チ、 甲群 テ更 二7頭 ト5頭 トニ分 チ、

7頭 ニハ前 記発疫元注 入、拉 二腹 壁皮 下菌接 種

テ行 ヒ、5頭 ハ之 ガ封照實験 トシテ腹壁皮 下菌

接種 ノ ミヲ施行 セ リ、而 シテ前 者 二於 テハ8日 、

(2例)15日 、20日 、25日 、27日 、30日 ト、後

者 二於 テハ、7日 、8日 、12日(2例)、22日 、
曜ト夫 々異

レル生存 日数 ノ下 二屠殺 テ行 ヘ リ、 乙

群 二於 テハ之 テ5頭 二2分 シ試験感染 ラ膝 關節
'腔内 二行 ヒタ

ル冤疫 實験 二於 テハ8日 、15日 、

20日 、22日 ト、 又封 照實1験二於 テハ8日 、12日 、

15日 ト生存 日撒 テ異 ニ シテ屠殺 シ、第3報 、第

3章 、第1節 、 第6項 二記載 セル方法 ニヨ リ各

々 ノ成績 ノ記載 テ行 ヒ、雨成績 ノ比較 テ行 ヘ リ。

斯 クシテ以上22頭 ノ海猿 二 就 テ 淋 巴腺非薄 塗

抹標本鏡検方法 テ行 ヒ淋 巴腺 内二於 ケル菌 ノ多

寡、及 ピ菌 ノ播布速 度 テ間明 セ リ。

第1項 燐脂質注 入 一 ヨル禮重 ノ攣化

燐脂質注 入前 ヨリ、結核 菌接 種 マ デ ノ期 間 二於

ケル禮重 ノ攣化 テ観察 セル ニ、,禮重 ノ漸次減 少

セルを列 ト、t曾加 セル例 ト相 牛 バス
、然 レ ドモi曾

減 ノ量 ガー般 二少量 ニ シテ著 明 ナル減 少 テ示 セ

ル モ ノハ、45號 例、及 ピ第20號 例 ノ2例 ニ シ

テ他 二著 明ナルモ ノナ ク、檜加率 二於 テハ第14

號 ノ80瓦197號 及 ピ44號 ノ70瓦 ノ檜加 テ以

テ顯著 ナルモ ノ トナ シ、他例 二於 テハ敦 レモ培

減 ノ量僅 少ナ リ。

以上 ノ成績 ヨ リ、 海瞑 ノ燈 重ハ燐脂質注 入_ヨ

リ著;シ クハ影響 テ蒙 ラザル事 テ知 ル
。
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第2表 燐脂質注入 ニヨル留重 ノ攣化

一

、

髄
重定
測時
期海

瞑番
號

燐入

脂前

質膣

注重

第注
・一入

同直
燐後
脂髄
麺

第注
二入

同直
燐後
脂饅
質重

三入

同直
燐後
脂髄
質重

第注1結 種 實 ト髄

核時

菌髄

接重

灘 重
開核比
始菌較
前接増艦種減

重時量
1 550 420 弊死

14 600 620 620 660 680 十80

20 580 580 550 500 490 一90

31 640 610 600 600 590 一50

40 750 750 750 800 800 十50

41 600 600 590 600 600 0

43 580 550 530 550 540 一40

44 560・ 600 560 630 630 十70

45 770 710 660 650 640 一130

53 620 620 620 650 620 0

60 590 600 560 570 580 一10

64 570 600 600 600 590 十20

67 620 600 520 570 590 一30

69 800 810 780 750 740 ・-30

93 610 620 600 650 630 十20

197 630 650 640 710 700 十70

第2項 燐脂質注入ニヨル局所 ノ憂化

第1回 燐脂質注入後5日 目即チ第2同 燐脂質注

入時二第1同 注入部位 二於ケル局所 ノ攣化テ検

シタルニ総 テ ノ例二於テ痂皮 テ形成 シ、第44

第3表

號、第53號 、第60號 ン3例 二於 テハ痂皮ノ周

園 二硬結 テ認 メ、又表二見ルガ如 ク、其大多籔

例二於 テハ後 日局塵二潰瘍 ノ形成 テ見タレド、

該潰瘍ハ淺 ク、且 ツ治癒傾向張 ク間モナク治癒

セ リ。第2回 燐脂質注入後5日 目帥チ第3同 燐

脂質注入時 二第2同 注入局所 ノ攣化 テ観察セル

ー、第1、 第14、 第31、 第40、 第64、 第69/

6例 二於 テハ硬結、痂皮、潰瘍等 ノ形成ラ認sc

ザ レド、其他 ノ例 二於 テハ総 テ痂皮形成テ認メ、

又歎例 二於 テハ皮下硬結 アリ、特 二第20號 例ノ

如キハ小指頭大 ノ硬結 テ認 メタリ。然 レドモ後

日二至 リ潰瘍形成 テ認 メタルハ僅 力、第41號 、

第60號 ノ2例 二過ギズ該潰瘍ハ治癒傾向ラ有

セル事 ハ第1同 注入例二於 ケル潰瘍 二等 シ。第

3同 燐脂質注入後、撒 日ニシテ局所 ノ攣化ラ検

査 セルニ、皮下硬結 ハ認メザレ ド、痂皮 テ形成シ

後 日潰瘍 ラ形成 セルモノ多数 ナレド、第1同 及

ビ第2回 燐脂質注入實験ニヨリ生 ジタル潰瘍 ト

同檬1G数 日ニシテ全治 セ リ。以上一ヨリ燐脂質

ノ皮下注入バー般 二注入個所 二硬結 テ形成シ、

後二淺 キ潰瘍 テ形成スルモ ノナ レド、該潰瘍ハ

治癒傾向張 ク、後 二癒痕 テ残 シテ全治 スル事テ

知 レリ。

燐脂質注入方法及ビ注入後局所愛化一覧表

海猿番號 性 別 饅 重

燐 脂 質 注 入 同 数
量 及 注 入 月 日

燐脂質注
入 線 量

燐脂質注入後局所愛化 ・
第 一 同
7/1
第二同
2211

第三同
2711

第一 同
注 入

第二同
注 入

第三同
注 入量 地 量 彪 量 彪

1 ♂ 550 5.0 5.0 死 亡 10 ●●
O o.B /

14 ♀ 600 ち.0 5.0 5.0 15.0 ●●
○

o.B ●
○○

20 ♂ 580 5.0 5.0 5.0 15 ●●
○ ▲▲

●
○

31 ♂ 640 5.0 5.0 5.0 15 ●●
○

o.B ●●
○○

40 ♀ 750 5.0 5.0 5.0 15 ●●
○

o.B ●●●
0

41 ♂ 600 5.0 5.0 5.0 15 ●●
O

●
○
●●
○

43 ♀ 580 5.0 5.0 5.0 15 ● ● ●●
○

4塞 ♂ 560 5.0 5.0 5.0 15 ●●
▲

●
▲ ●
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45 ♂ 770 5.0 5.0 死 10
●●
○

●
▲ /

一一

●●●
▲

●
▲53 ♂ 620 5.0 5.0 5.0 15

60 ♀ 590 5.0 5.0 5.0 15 ●▲
○

●
▲○

●
○

64 ♂ 570 5.0 5.0 5.0 15
●
○

o.B ●

67 舎 620 5.0 5.O
o

5.0 15 ● ●
▲
●●
○

69 ♂ 800 5.0 5.0 5.0 15 ● o.B

93 ♂ 610 5.0 5.0 5.0 15 ● ●
の

●

100 ♂ 570 5.0 死 死 5 ● / /

197 ♀ 630 5.0 5.0 5.0 15 ● ●
▲
●●
○

●痂皮 ▲硬結 ○潰瘍o.B攣 化ナシ、符號多キモノ程、大ナルモノナリ

第4表

燐脂質注入前「ツ」反慮 ノ
完
了
月
日

燐
脂
質
注
入

一
間

[

燐 ノ

籔
「ツ」皮

反庶
入瑳 検査日

燐脂質注入後「ツ」皮内反雁i

皮

日

撫
髄

狽
號
海
番

24時 間48時

r)〉,J反圏 照 「ツ
」反 「蜘

24時 間48時 間

「ツ」反1螺 「ツ仮1撫

感

染

防

禦

實

験

14 1411 0.6xO.4 0.3×0.30.3×0。3 一 2711 15 41皿 0.8xO.4 一 一 一

41 ,,
一 一 一 一

,, 15 ,,
一 一 一 一

43 ,,
一 一 一 一

,,

、

15 ,,一 0.8×0.3 一 〇.4×0.2 一

53 ,,
一 一 一 一

,, 15 ,, 0.3×0.3 一 一 一

69 ,,
一 ■一 一 一

,, 15 ,,

一 一 一 一

60 ,,
一 一 一 一

,, 15 ・し,,
一 一 一 一

20 ,,
一 ■■一■■9一 一

,, 15 ,, 0.6×0.4 一 一 一

40 ,, 0。6×0.5 0.4×0.30.4×0.4 一
,, 15 ,, 1.2×n 一 〇.7×0.6 一

44 ,, 0.7×0.5 0.4×0.40.3×0.4 一
,, 15 ,, 0.3×0.4 一 一 一

31 ,,
一 一 〇

.2xO.3 一
,, 15 ,, 0.3×0.3 一 一 一

64 ,,
一 一 一 一

,, 15 ,,
一 一 一 一

67 ,,
一 一 一 一

,, 15 ,,
一 一 一 一

93 ●, 0.5×0.5

一

一 〇.3×0.3 一 ,, 15 ,, 0.3×0.2 一 一 一

封

照

實

験

102 ,,
一 一 一 一

燐脂質注入感染防禦實験二於ケル海

猿 「ツベルクリソ」皮内反慮 ノ成績

135 ,9
一 一 一 一

150 ,, 一 一_ 一

156 ,, 一 鰯 一 一

161 ,,
一 一_ 一

166 ,,
一 一 一 一

179 ,,
一 一_ 一

180 ,,
一 一 一 一

183 ●, 一 o■■● 一 一

193 ,● 一 一 咀■■■一 一
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第3項 燐脂質 注入 ト「ツ」皮 内反

慮 トノ關係

第4表 二示 セルガ如 ク、13例 ノ海猿 二就 テ先 ヅ

實験開始前 二「ツ」皮 内反 慮 ノ陰性 ナル事 テ確 メ

タル後、前記方 法 ノ下 二燐脂質 ノ注 入 テ行 ヒ、

完 了 日ヨ リ8日 目二再 ビ「ツ」反慮 ノ検査 テ行 ヒ

タル ニ、48時 間 ニ シテ殆 ン ド登赤消失 シ、唯 第

40號 例 二於 テ ノミ輕度 ノ登赤 ノ残 存 セル テ認

メタル ノミナ リ。依是、免疫元 トシテ使 用 シタ

ル燐脂質 中ニハ「ツ」皮 尊反慮陰性 テ陽 性二轄化

スベキ能力 ナキ事 テ間 明 セ リ。

第4項 側腹壁皮下結核菌接種

1)免 疫實験

1.第20號 例

菌接種後生存 日数8日 間

肉眼的所見、第1同 及 ビ第2同 燐脂質注入局所 ハ治

癒 シタvド モ、第3同 注入部位二治癒傾向ヲ有スノレ小

ナル潰瘍 ヲ認 ム。菌接種部位 二膿瘍ヲ形成 セル、小隆

起 アリ該膿中二多量ノ結核菌ヲ詮明シタル 以外 二淋

巴腺及 ビ諸臓器 二著憂 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績、全淋巴腺中二結核菌ヲ全ク謹明

シ得ザ リキ、即チ未ダ菌 ノ淋巴腺内播布量 ノ極メテ僅

少ナル事ヲ示スモノナ リ。

2.第60號 例

菌接種後生存 日数8日 間、胎見2個 ヲ有ス。

肉眼的所見、第3同 燐脂質注入部位 二小潰瘍 ヲ形成

セルモ該表面 二膿 ノ附著ヲ見ズ。菌接種部位僅 カニ膨

隆ジ、内部二多量 ノ結核菌 ヲ有スル膿 ヲ貯留ス。頭部

淋巴腺・・雨側共二普殖 ノ2倍 大二腫大・y、右側深頸部

淋巴腺二充血ヲ認ム。其他雨側膝腫雛髪淋巴腺共二僅

カニ腫大 セノγ以外二淋巴腺及ピ各臓器二著攣ナシ。

淋巴腺塗抹標本鏡槍成績、菌接種側膝腫雛襲淋巴腺内

二多量ノ菌 ノ進入ヲ見タル以外二更二菌ノ前進セル

ヲ認メズ。

3.第40號 例

菌接種後生存 日数15日 、胎見2個 ヲ有ス。

肉眼的所見、菌接種部位 二膿瘍ヲ形成 シ、濃厚ナル膿

ヲ有ス。左腰下部淋巴腺・・約2倍 大 二腫脹 ・y、左深鼠

瞑淋巴腺ノ・約5倍 大二腫脹 セルモ共二乾酪攣性及ピ

化膿竈等ヲ認メズ。

内臓諸臓器ニモ著攣ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績、腋窩淋巴腺、腰下部淋巴腺、腸間

膜淋巴腺二夫 々少数ノ結核菌 ヲ詮明セリ。是等淋巴腺

内へ進入 セル菌ノ進行経路ハ、即チ第三報二記載セル

結核菌 ノ進行経路 ト同一ニシテ、左腋窩淋巴腺中二比

較的多量 ノ結核菌 ヲ謹明シタルノ・菌接種部位ヨリ直

チニ皮下淋巴毛細管内二進入ジタルモノニシテ、膝腫

雛嚢淋巴腺内二進入セノレ菌ノ・深部淋巴管ヲ通過シ、腰

下部淋巴腺 二到達セルモノナ リ。腸間膜淋巴腺中二菌

ヲ詮明シタルノ・血管系統 ヲ介 シタルモノト考フ。本例

二於 テ・・、菌接種後、15'日 ノ日数 ヲ経過 セルニ拘・・

ラズ、接種セラレタノレ菌 ノ淋巴系統ニヨノレ播布ハ未ダ

廣汎二亙ラズ封照二比 シ明二播布 ノ遅延 セルヲ知ル。

4.第31號 例

菌接種後生存 日数20日

肉眼的所見、左側腹壁中央部皮下 二結核特有 ノ膿瘍

ヲ形成シ、膿中二多量 ノ結核菌 ヲ謹明セリ。左腰下部

淋巴腺ノ・腫大シ白色 ヲ呈ス。左膝腫鐡髪淋巴腺・・腫大

シ田字状 ヲ呈ス。脾臓ノ・表面粗槌ニシテ頴粒状二見ユ

レドモ、結核結節、及 ビ乾酪攣性、或・・化膿竈 ヲ認メ

ズ、其大 イサ尋常ナ リ。其他諸臓器内 二著愛 ヲ認メ

ズ。

塗抹標本鏡楡成績、本例 二於テノ・淋巴腺内 二蛮見セ

ル菌量・・比較的多量ニジテ、且ツ菌獲見淋巴腺数ノ多

数ナル事 ヲ知ノレ。是等菌 ノ出現経路二關シテハ既二第

三報二於テ確定セル結核菌 ノ播布経路 ニヨリ容易二

説明ジ得ル ト錐モ本研究 ノ目的ガ菌 ノ播布経路ヲ愛

々スノレニ非ザル ヲ以テ之二關スル記載 ヲ避ク。

5.第64號 例

菌接種後生存 日鍛25日

肉眼的所見、燐脂質注入部位二疲痕性治癒部 ヲ認ム。

右側腹壁皮下二波動 ヲ呈セル小指頭大 ノ膿瘍 ヲ認メ

該膿瘍中二多量 ノ菌 ヲ謹明シ得タ リ。膝腫雛襲淋巴腺

ハ小指頭大二腫脹セノレモ乾酪攣性竈或ノ・化膿竃ヲ認

メズ。共他腰下部淋巴腺、腎臓部淋巴腺 ノ輕度二腫脹

セノレ以外二著墾 ヲ認メズ。脾臓ノ、表面粗槌ニジテ顧粒

状 ヲ呈セルモ結核結節ヲ認メズ、共大 イサ尋常ナリ。.

塗抹標本鏡検成績、右側腎臓部淋巴腺中 二少量ノ結

核菌 ヲ詮明シタルノミニシテ、結核菌 ノ淋巴系統ユヨ

ル播布範固 ノi著シク狭小ニシテ且 ツ菌進行 ノ緩慢ナ

μ事ヲ知ル。

6.第67號 例
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菌接種後生存日数27日

肉眼的所見、左側腹壁菌接種部位二大豆大 ノ結核特

有ノ潰瘍 ヲ形成シ、該表面二附著セル膿中二多量 ノ菌

ヲ詮明セリ。雨側腎臓部淋巴腺・・正常ノ約2倍 大二腫

脹シ、左腰下部淋巴腺・・白色 ヲ呈シ多少乾酪憂性 ヲ呈

ス。左深鼠瞑淋巴腺ノ・僅カニ腫大 シ、膝囮雛嚢淋巴腺

ハ1個 小指頭大二、2個 ハ示指頭大二腫脹セリ。肝臓

表面所々二白色粟粒大 ノ隆起 ヲ認ムレド結核結節二

非ズ、寄生轟ニョリ生ジタ〃モノナリ。其他肺臓二輕

度 ノ充血 ヲ見ル、腎臓ノ・僅 カニ腫大 シ共表面粗槌ナレ

ド結核結節ヲ認メズ。

7.第44號 例

菌接種後生存 日数30日

肉眼的所見、燐脂質注入部位著墾ナシ。左側腹壁二大

豆大 ノ結核性潰瘍ヲ認メソノ表面二附著セル 膿中二

第5表

多量 ノ結核菌ヲ詮明セリ。左膝隅雛 莚淋巴腺ノ・示指頭

大乃至小豆大 二3個 腫大 セルモ化膿、或ハ乾酪髪性 ヲ

認メズ、其他肝門静脈淋巴腺 ガ硬ク腫大セル ノミニジ

テー般 二淋巴腺 ノ攣化輕度ナ リ。脾臓ハ僅 カニ腫大 シ

其表面粗槌ニシテ灰白色粟粒大 ノ隆起 ヲ認メ脆弱ナ

リ。肝臓表面所々二灰 白色亭坦ニジテ邊縁不正 ノ白斑

ヲ認メタノレ以外 二諸臓器二認 ムベキ攣化ナシ。

塗抹標本鏡槍成績、左膝掴雛髪淋巴腺、右腎臓部淋巴

腺、左膝脳窩淋巴腺内二少量 ノ結核菌 ヲ謹明セ リ＼本

例 ノ結果ニヨリテモ亦、菌 ノ淋巴系統 内播布速度 ノ著

シク緩慢ニシテ且ツ、菌量 ノ僅少ナル事ヲ知ル。表 二

見ルカ・如ク淋巴腺内菌出現 ノ散登性ナルハ 帥チ各淋

巴腺内貯留菌量ノ著シク少量ナル 爲登見シ得ザノレモ

ノト考フ。

2)封 照實験例

燐脂質注入感染防禦實験(腹 壁皮下菌接種)

禮側○ノ・菌注入側、空欄ハ摘 出ヲ行ノ・ザリシ淋巴腺

海 狸 番 號

髄 重

燐脂質注入量(彪)

結核菌接種量(猶)

結核菌接種後生存日籔

實 験 前 「ツ」反 磨

燐脂質注入後「ソ」反

燈側

淋巴腺臓器名
頬 部 淋 巴 腺

頭 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺

顎 下 部 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺

上鎖骨 窩淋 巴腺

腋 窩 淋 巴 腺

後肩 脾骨淋 巴腺

前上縦隔賓淋巴腺

氣管氣管枝淋巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 中間部 淋 巴腺

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 部 淋 巴 腺

20

580

15

1.0

右

8

㊧

越

二
鉄

訣
三

鉄

60

590

15

1.0

㊨

8

左

{　 　
-1一

鉄 訣

訣

40

750

15

1.0

右

15

㊧

ヨ

64

570

15

1.0

㊨

25

什
=
=

=
三

訣
三

訣

三

三

一三
豊
毒

十 柵 一

督
下
蚕
耳
斎

什
王

鉄
三

銃

十

訣

訣

左

鉄

菰

67

620

15

1.0

㊨

27

訣

訣

左

奮

訣

44

560

15

1.0

右

30

十

蕉

訣

㊧

十

訣'

耳
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薦 骨 部 淋 巴

膝 国 雛襲 淋 巴

深 鼠 瞑 淋 巴

尾 間 骨 淋 巴

膝 掴 窩 淋 巴

幽 門 部 淋 巴

肝 門 淋 巴

膵 肝 門 淋 巴

腸 間 膜 淋 巴

廻 盲 部 淋 巴

後 盲 腸部 淋 巴

結 腸 淋 巴
一}皿,一

肺

肝

腎

脾

菌 接 種 部

腺

腺

一臓

一臓

}臓

一臓

一位 柵

下

帯

5頭 ノ海猿 二前免疫實験二於テ使用シタル ト同一菌

浮游液 ノ2.5睡 ヲ側腹壁皮下二接種ヲ行ヒタル後、7

日、8日 、12日 、22日 ト夫 々生存 日撒 ヲ異ニセル5

例 二就テ結核菌 ノ淋巴系統ニヨル播布状態 ノ詳細ナ

ノ紡瞼索ヲ行ヘ リ。

1.第156號 例

菌接種後生存 日数7日

肉眼的所見、著シ〃旛痩ジ、全身 ノ淋巴腺一般二小ニ

シテ、皮下脂肪組織ハ膠質様 トナル。右側後肩脾骨淋

巴腺、及 ビ右膝脳雛髪淋巴腺 ノ・反野側同名淋巴腺二比

シ腫大シ、叉前上縦隔蜜淋巴腺ハ他 ノ淋巴腺 二比シ腫

大セルモ、何 レモ化膿、或ノ・乾酪攣性ヲ呈セルモノナ

シ。肺膿左側上葉充血シ所 々二白色斑鮎 ヲ有スルモ、

乳酪様物質ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績、腎臓部淋巴腺、結腸淋巴腺、腸間

膜淋巴腺、膵肝門静脈淋巴腺、幽門部淋巴腺等 ノ組織

細胞 中二群集セル菌ヲ登見シタル事 ヨリ、淋巴系統 ニ

ヨリ廣汎ナル菌 ノ播布ヲ認 ム。更二表二明カナル ガ如

ク全身ノ圭要臓器中ニモ亦菌ヲ詮明シ特二脾臓、腎臓

中二比較的多数 ノ菌 ヲ謹明シ得タル事ヨリ、菌 ノ血流

ニヨル移動 ヲモ重親セザルベカラズ。

2.第150號 例

菌接種後生存 日数8日

肉眼的所見、菌接種部位二腹壁皮下膿瘍 ヲ形成シ、黄

色濃厚 ノ膿ヲ認メ多量 ノ結核菌 ヲ謹明シ得タ リ。前上

縦隔蜜淋巴腺ガ左右互二相癒合シ、田学状 ヲ形成 シ腫

十

冊

柵

際篁
飲

十十

◎◎ 冊

鉄

一}一

冊

一
}
一
一
一

一
}
十

一
一
一 一
一
一
一
十

一

一

一

一
一

一

}

一

一

一

一

一

十

冊

大セル以外 二淋巴腺、及ビ臓器二著攣 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績、後肩脾骨淋巴腺、前上縦隔蜜淋巴

腺、膝囮雛襲淋巴腺、膵肝門静脈淋巴腺、肺臓等二結

核菌 ヲ謹明シ得タ リ、其進行経路二關シテハ既述第1

報、及 ビ第3報 ニヨリ明確ナ リ。本例二於テハ菌ノ播

布著・yij廣汎 ナラザVl㌔ 各淋巴腺内二於ケル菌量ノ

比較的多量ナル事 ヲ知ル。

3.第193號 例

菌接種後生存 日撒12日

肉眼的所見、菌接種部位 二腹壁皮下膿瘍 ヲ形成シ、黄

色濃厚ナル膿 ヲ有シ、多量 ノ結核菌 ヲ詮明ジ得タリ。

前上縦隔蜜淋巴腺ハ左右互二相癒合シ田学胱二腫大

セル以外他 ノ淋巴腺二著攣 ヲ認メザリキ。

塗抹標本鏡検成績、表ニヨリ接種 セラレタル結核菌

ハ既二殆 ンド全勇淋巴腺内二播布セラル ・事ヲ知レ

リ。

4.第183號 例

菌接種後生存日数12日

前例同様菌 ノ播布範園漸次廣汎 トナ リ、特二菌接種部

位 二近接 セル淋巴腺中二於テ菌 ノ著シキ墳加ヲ見タ

ルノ・、髄内二於ケル菌 ノ逐次運搬播布セラル ・二重要

ナル意味ヲ有スルモノト考フ。

5.第102號 例、菌接種後生存 日数22日

菌接種後22日 ノ日撒 ヲ経過 セルヲ以テ、菌ノ・殆ソド

全均淋巴腺内二播布セラレ而モ各淋巴腺内二於クノγ

菌量 ノ著 シク堆加シツ・アル事ハ第6表 ニヨリ明力
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第6表 感染防禦實験(腹壁皮下菌接種封照實験)

海 猿 番 號1 156115・ 193 183 102

髄 重 400 380 420 480 400

6

燐脂 質注入 量晒 0 0 0 0 0

結 核菌 接種 量彪 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

結核菌接鰍 生存醐718 12 12、 22
一 　

一

實 験 前「ッ」皮 反 慮

1

-1一 一 一

饅側

淋巴腺臓器名
㊨ 左 ㊨{左

1

㊨ 左 右 ㊧ 右 左

頬 部 淋 巴 腺

1

_一

噸 部 淋 巴 腺
一 一 一 一 一 一 一 一 督 十

__一 一 一}

耳 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 十 一 一 一 一 一

顎 下 部 淋 巴 腺
一 一 一 一 十 一 一 一 一 一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 什 冊
一一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十 一 一 一

上 鎮骨窩 淋 巴腺
一 一 一 一 一 一 一 一 十 十

腋 窩 淋 巴 腺
一 一 一 一 一 一 一 一 十 一

一 一一

後 肩脾骨 淋 巴腺 一 一 帯 一 十 一 一 什 一 一

一 一,}

前上縦隔蜜淋巴腺 什 刊 帯 一 什 十 一 一 骨 十

氣管氣管枝淋巴腺 一 一 一 一 什 十 十 十 冊 冊
一邑一

腎 臓 部 淋 巴 腺 朴 什 一 一 十 一 一 一 督 一
一
腰 中間部淋 巴腺 鉄 鉄 鉄 訣 訣 鉄 鉄 訣 訣 訣_一 　 一

腰 下 部 淋 巴 腺 什 十 _=_

鉄

一 帯 一 一 柵 十 一

一
腸 骨 部 淋 巴 腺

一一
訣 鉄 鉄 訣 鋏 訣 鉄 訣 訣

薦 骨 部 淋 巴 腺
一一 哺

督 一 一 一 十 一 一 一 一 一

膝脳 雛嚢 淋 巴腺
_一}響 一 一一 一一

深 鼠 瞑 淋 巴 腺一 一

柵 一 什 一 什 一 一 冊 柵 督
一 一 一 一 一 一 鉄 十 一 一

尾 闇 骨 淋 巴 腺一一 一一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

膝 嘱 窩 淋 巴 腺一}
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

幽 門 部 淋 巴 腺 督 一 一 一 一一
肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺 柵 什 柵 什 一
一

腸 間 膜 淋 巴 腺 柵 一 一 一 十一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一
一 一

後 盲腸部淋 巴腺
}一 一 噂一

一 一 r■■99 一 一

結 腸 淋 巴 腺 朴 一 一 一 一

肺 臓 一 十 一 一 一一 一

肝 一 一 一 一 十臓{
腎 臓

一

柵 一 一 一 什
脾 臓 柵 一 一 帯 一』一 一

菌 接 種 部 位 帯 柵 柵 冊 柵

とシテ之 ヲ燐脂難 順 験二於ケ〃同一生存瞳 例 礎 ケノ噛 播繊 態枇 較ヲ行
フナラバ、本例二於テ
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菌播布 ノ著ヅク廣汎ナル事 ヲ知ル。

第 五項 膝關節腔 内結核菌 接種

ユ)免 疫實験

第14號 例

菌接種後生存8日

肉眼的所見、第3同 燐脂質注入 ヲ行ヘル、左側腹壁二

大豆大 ノ潰瘍ヲ有スルモ膿 ノ附著 ヲ認メズ。

菌接種側膝關節周園二充血ヲ認 ムル ト錐モ關節 ノ運

動及ビ關節腔内二異常 ヲ認メザ リキ。 右腰下部淋巴

腺ハ普通 ノ約3倍 大 二、左腰下部淋巴腺ノ・約5倍 大

二腫脹セリ。叉右側深鼠瞑淋巴腺 ハ尋常淋巴腺 ノ約

5倍 大二、左側淋巴腺・・約1.5倍 大 二腫脹 セルヲ認

ム。右側膝掴窩淋巴腺ハ約2倍 大二腫脹セリ。

塗抹標本鏡検成績、菌 ノ淋巴腺内出現状態 ヲ按 ズル

ニ本例二於テハ軍二膝關節腔 ヨリ吸牧セラし・タル 菌

ガ比較的多量二深部淋巴管系統 ヲ介 ジテ前進 シ、腰下

部淋巴腺マデ到達シタル ノミニジテ、更ニソレ以上進

行セル状態 ヲ認メズ。

第41號 例

菌接種後生存 日数8日

肉眼的所見.第3同 燐脂質注入個所二潰瘍 ヲ形成 シ、

膝關節部附近 ノ多少腫脹セル以外二著攣ヲ認メズ。深

・鼠瞑淋巴腺 ノ輕度二腫大セル以外二著墾ナシ。

塗抹標本鏡検成績、本例二於テ・・軍二右側深鼠瞑淋

巴腺内二菌 ヲ詮明シ得タルノミニジテ接種 セラレタ

ル菌 ノ播布 ノ著シク小範園ナル事 ヲ知ル。

第69號 例

菌接種後生存 日倣15日

肉眼的所見。右側乳腺が、第6及 ビ第7肋 骨 ト交叉セ

ル附近 二示指頭大 ノ波動性膨隆アリ内部 二結核菌 ヲ

有スル膿ヲ謹明ス 該部附近 ノ肋骨著シク破壌セラ レ

所謂肋骨「カリエス」ノ形成セラル ・ヲ見ル。

雨側腎臓部淋巴腺ハ共二約5倍 大二腫脹ス。右側薦骨

淋巴腺ハ他側 ノ約3倍 大二腫脹ジ、右側深鼠瞑淋巴腺

ハ小豆大二腫大セリ。

塗抹標本鏡検成績。脾臓中二多量 ノ結核菌ヲ謹明シ

タル事、及ビ肋骨「カリエス」ヲ形成セル事ヨリシテ、

菌 ノ血流ニヨル移動 ノ著明ナル事ヲ知ル。然 レドモ淋

巴腺内二菌 ノ出現シタル状態ヲ観察セルニ、深鼠瞑淋

巴腺、薦骨部淋巴腺内二比較的多数 ノ菌 ヲ、 叉腎臓

部淋巴腺中二少量 ノ菌 ヲ曇見セル ノミニシテ淋巴系

統 ニヨル菌播布 ノ未ダ廣汎 二亙ラザル事 ヲ知 レリ。

以上 ノ結果 ヨリ、菌接種部位ヨリ直チニ血流中二進入

シタル菌ハ日藪 ノ経過 ト共二漸次増加シ臓器内或ハ

盟内 ノ所 々二固定セラレ、漸次壇殖シ病墾 ヲ惹起ス。

然vド モ淋巴系統 ニヨル菌 ノ播布ハ菌接種後15日 モ

ノ日籔ヲ経過セルニ拘 ラズ未ダ廣汎 号亙 ラザル事ヲ

知 レリ。

第43號 例

菌接種後生存 日激20日

肉眼的所見。燐脂質ニテ形成 セラレタル 潰瘍ハ全治

セリ。右膝關節ハ白腫状 ヲ呈シ、關節内骨質部ハ柔軟

脆弱 トナル。肺臓、肝臓=著i愛 ヲ認 メズ。脾臓ノ表面

並二割面粗槌ナ レド乾酪攣性 二昭 レル個所ヲ認メズ。

右腰下部淋巴腺 ハ腫大セルモ柔軟ナ リ。右深鼠瞑淋巴

腺ハ乾酪愛性 ヲ呈シ、乳酪様物質 ヲ有ス。右膝脳雛髪

淋巴腺ハ腫大 シ膿及ビ乳酪様物質 ヲ有ス。共他淋巴腺

二著愛 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績。第7表 ニヨリ播布菌量 ノ著シ〃

少量ナル事 ヲ知ル。

第53號 例

菌接種後生存 日激22日

肉眼的所見。燐脂質注入部位ハ全ク治癒 セリ。

菌接種側膝關節ハ紡鋸伏二腫脹 シ輕度 ノ強直ヲ呈シ、

該部附近骨質 ノ著シク柔軟ナルヲ認 ム。左腰下部淋巴

腺、深鼠瞑淋巴腺ハ腫大 シー部乾酪愛性二昭 リ、少量

ノ膿 ヲ貯留ス。

塗抹標本鏡槍成績。本例二於テハ接種セラレタル菌

ノ比較的廣汎二亙 リテ播布 セルヲ認 ム。然 レドモ、各

淋巴腺内二於ケル菌量ハ 日倣 ノ著ジ〃経過セルニ拘

ラズ著シキ培加 ヲ來サザル事 ヲ知ル。之 ヲ生存日凱

12日 、及ビ15日 ナル封照實験例 ト比較 ヲ行ノ・バ本例

二於テノ・、淋巴系統 ニヨル菌 ノ播布状態 ノ著シク阻止.

セラル ・事ヲ知ル。

2)封 照實験

第166號 例、菌接種後生存日数8日

第179號 例、菌接種後生存日轍8日

肉眼的所見。雨例共 二倣個 ノ淋巴腺腫大 ヲ認 ムルモ・

化膿或ハ乾酪攣性二隅 レルモ ノナ〃、内臓諸臓器二著

攣 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績。第8表 ニヨvバ 、雨例共二接穫セ

ラ・レタル菌 ノ著 ジ〃廣汎二亙 リテ分布 セラン、且ツ各
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第7表 燐脂質注入感染防禦實験(關節腔内菌接種實験)

海6冥 番 號 14 41 69 43

一

53

盟 重 600 600 800 580 620

燐脂質注入量(晒) 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5

結核菌接種量樋) 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

結核菌接種後生存日激 8 8 15 20 22

實 験 前 「ツ」反 慮 一 一 一 一 一

燐脂質注入後「ツ」反慮 一 一 一 一 一

禮側

淋巴腺臓器名
右 左 右 左 右 左 右 左 右 左

頬 部 淋 巴 腺 亀

噸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

耳 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 什 十

顎 下 部 淋 巴 腺
1一

一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十 一 一 一

深 頸 部 淋 巴 腺 1一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

上鎮骨窩 淋 巴腺 一 一 劇 一 一 一 十 一 一 一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

後 肩脾骨 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

前上縦隔甕淋巴腺 一 一 一 一 一

駈

一 一
7

一
十

氣管氣管枝淋巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一 十 十
腎 臓 部 淋 巴 腺
一,一 一 一

一 一 一 一 十 一 一 一 一 督
腰 中間部 淋 巴腺 鉄 鉄 鉄 鉄 訣 鉄 訣 鉄 訣 訣
腰 下 部 淋 巴 腺 柵 柵 一 一 一 一 十 一 一 十
腸 骨 部 淋 巴 腺
一 鋏 鉄 鉄 鉄 鉄 鉄 訣 鉄 鉄 訣一 一

薦 骨 部 淋 巴 腺
一 一}一 璽

帯 一 一 一 柵 噛 訣 鉄 十
膝囮 雛嚢 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 十 陶 十 十
深 鼠 瞑 淋 巴 腺 柵 訣 什 一 柵 一 督 一 十 一

尾 闇 骨 淋 巴腺 一 一 鉄 鉄 訣 鉄 一 一 鉄 訣
膝 胴 窩 淋 巴腺 鉄 鉄 訣 鉄 鉄, 鉄 一 自 一 一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 嘲
十

肝 門 淋 巴 腺 一 一 噌 一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 一 一 o
_ 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一 一
十廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一

後 盲腸部 淋 巴腺 一 一 一 噛 一

結 腸 淋 巴 腺 一 一 口 一 一

肺 臓

肝 臓

腎 臓～
脾 臓一
菌 接 種 部 位

≡

≡

柵

__二

≡
一

柵

≡
一

帯

十

≡

≡

督

十

一

「
十

帯
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淋巴腺 内二於ケル菌量 ノ多量ナル事 ヲ知ル。更 二脾臓

肝臓中ニモ菌 ヲ謹明シ、第179號 例 二於テ恥脾臓 中ニ

モ菌ヲ詮明シ得タル事 ヨリ推察 シ、既二多籔 ノ菌 が血

流 ニヨリ移動サ レツ ・アル事ヲ知ル、從ツテ淋巴腺内

二出現セル菌中ニモ軍 二淋巴系統 ヲ介 シテノミ分布

セラレタルモノト考フル事 ヲ得 ズ。叉表ニヨリ淋巴腺

内二進入シタル菌ハ何等進行 ヲ阻止セラル ・事ナク

前進セル事 ヲ確知ス。

第135號 例

菌接種後生存 日鍛12日

肉眼的所見。右膝關節ハ紡錘状二腫脹 シ、部チ白腫 ヲ

形成 シ輕度 ノ強直ヲ認 ム。該部附近 ノ骨質一般二柔軟

脆弱ニシテ羊皮紙様 トナル。右深鼠瞑淋巴腺、膵肝門

淋巴腺共 二乾酪攣性ヲ呈ジ、後者著シク腫大ス。

塗抹標本鏡検成績。本例二於テハ結核菌ノ・殆 ソド全

身淋巴腺二播布セラレ、且叉淋巴腺内菌量モ著 シク培

加 セル事ヲ認 ム。膝關節腔内二接種セラレタル菌 ノ大

部分ガ淋巴系統ヲ介シテ進行シタルモノニシテ、淋巴

腺内二於ケル菌 ノ出現状態 ヨリ菌 ノ進行 ノ全ク阻止

セラレザル事ヲ知ル。

第180號 例

菌接種後生存 日数12日

肉眼的所見。右膝關節 ハ白腫状ヲ呈シ、明二關節結核

ノ症状ヲ呈ス。右深鼠農淋巴腺 ノ腫脹 ヲ認メタル以外

二淋巴腺及ビ臓器二肉眼的攣化 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績。前例同標生存 日轍12日 ナルニ拘

ラズ菌 ノ播布 ノ著シク少量ナルノ・、即チ試獄 ノ個盤性

ニョルモ ノナリト考 フ。然 レドモ本例二於テモ菌ノ淋

巴系統 ヲ介シテノ播布・・可成廣範二亙 レル 事ハ明ナ

リ。

第161號 例

菌接種後生存 日撒15日

肉眼的所見。膵肝門静脈淋巴腺ノ・著 シク腫大 シ、腸間

膜淋巴腺モ亦僅カニ腫大ス。氣管氣管枝淋巴腺ガ左右

共二正常 ノ約2倍 乃至3倍 大 二腫脹セル 以外二著墾

ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績。本例二於ケル 菌 ノ播布状態ヲ通

覧スルニ日撒 ノ輕過セル ニ從 ヒ漸次廣汎二亙 リ且ツ

菌量 ノ多量ナル事ヲ知ル。

第8表 感染防禦實験(膝關節腔内菌接種樹照實験)
層

海 瞑 番 號 166 1791135 180161

髄 重(瓦) 330 410 500 460「

一 一　一一}

490
-一 一 一 一 『一

/燐脂質注入量(瑳) / / / /
一 一

結核菌接種量(彪) 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

一

菌接種後生存 日倣(日) 8 8 12

一 一　

12 15

實験開始前「ツ」皮反磨 一 一 一 一 一

禮側

淋巴腺及臓器名 i右
㊧ ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左 ㊨ 左

頬 部 淋 巴 腺 一 一 鉄 鉄 鉄 訣 鉄 鉄 鉄 飲

噸 部 淋 巴 腺 一 一 一 十 十 十 一 一 朴 柵

耳 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 卦 一 朴 惜

顎 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 卦 一 什 什 一 一 十 十

深 頸 部 淋 巴 腺 一一 一 一 一 十 十 十 十 什 十

上鎮 骨 窩淋 巴腺 一 一 一 骨 十 骨 十 一 一 一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 什 一 一 一 一

後肩 脾 骨淋 巴腺 一 十 十 十 冊 冊 什 一 冊 朴

前上縦隔蜜淋巴腺 一 一 十 骨 十 冊 ? ? 一 一

氣管氣管枝淋 巴腺 督 骨 珊 柵 湘 十H十H・ 什 什 什 柵

腎 臓 部 淋 邑 腺 一 一 什 一 一 一
十'

一一 帯 帯
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腰 中 間 淋 巴 腺

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 部 淋 巴 腺

薦 骨 部 淋 巴 腺

膝掴 雛 髪淋 巴腺

深 鼠 瞑 淋 巴 腺

尾 閻 骨 淋 巴 腺

膝 咽 窩 淋 巴 腺

幽 門 部 淋 巴 腺

肝 門 淋 巴 腺

膵 肝 門 淋 巴 腺

腸 間 膜 淋 巴 腺

廻 盲 部 淋 巴 腺

後 盲腸部 淋 巴腺

下 行結 腸淋 巴腺一

肺 臓

用「, 臓

腎 臓

脾 臓

薗 接 『種 部 位

?

・

鉄

鉄

鉄

十

柵

訣
什

十
T
訣

十

什

柵

鉄

什

訣
T
十

柵

訣

柵

十

十

十

喜一
柵

土
冊

訣

↓
・4冊

冊

⊥
柵
訣

鉄

⊥
⊥
鉄

冊

十

十

十

朴

◎◎

玉
⊥
玉
⊥
⊥
⊥
柵

什

◎◎

十

柵

柵

冊

柵

十

什

鉄
骨

柵

十

十

朴

什

什

◎◎

第 七節 小 括

第6節 第4項 二於 ケル實験成績 ラ練括 シ以テ燐

脂質注入實験成績 卜燐脂質非注入封照實験成績

トノ比較テ行 ヘルー一.、後者二於テハ菌接種後7

日目ヨヨ多数 ノ菌ガ淋巴系統内二播布 セラレ日

数 ノ経過 ト共二漸次廣汎二亙 レル事 テ認 メタ

リ。之一反 シ前者二於 テハ既二各例毎二詳細読

明セルガ如ク、菌接種後27日 乃至30日 テ経過

セルニ拘 ラズ淋巴腺 内二於ケル菌播布量ハ著 シ

ク少量ナル事 テ知 レリ。今免疫及封照實験例二

於ケル淋巴系統 ニヨル菌 ノ播布状態 ノ囲示 テ行

ヘバ、第2、3、4、5圖 ノ如 クニシテ、免疫獣二於

テハ菌播布速度 ノ著 シク遅延セラレ且ツ各淋巴

腺 内菌量 ノ少量ナル事パー目瞭然ナ リ。

次 二第6節 第5項 二記載セル實験成績 テ通覧 シ

燐脂質注入實験例 ト封照實験例 トノ雨成績 ノ比

較 テ行 フニ後者二於 テハ菌嚢見淋巴腺敷 ノ著 シ

ク多数 ニシテ且ツ臓器内菌登見モ亦多撒ナル事

テ知 ル。即是、膝關節腔内菌接種時二直接血流

中二進入 シタルモ ノニシテ、斯 クノ如ク菌 ノ血

流内へ移行 セルー方淋巴系統 テ介 シテ進行 セル

事ハ勿論ニシテ、封照獣二於 テハ淋巴系統 内 ノ

菌ハ何等進行 ノ阻止作用 テ蒙 ル事ナク前進 シ廣

ク艦内二播布 セラルル事テ知 レリ。

然ルニ燐脂質注入實験例 二於テハー般 二菌出現

淋巴腺獄 ノ少撒ニシテ封照成績 ト比較 シ得ザル

歌態ナル事ハ表 ニヨリテモ明ナ リ。第69號 例

及 ビ第53號 例二於 テ接種 セラレタル菌 ノ多量

ガ血流内二移動サル ・モ淋巴系統 ニヨル播布 ノ

著 シク阻止セラル ・事テ知ル。撒頭 ノ實験例中

ヨリ免疫獣、非免疫獣 ノ各1例 テ選 ビ淋巴系統

ニヨル菌 ノ播布状態テ圖示 セバ 第6
、7圖 ノ如

シo

以上一ヨリ燐脂質テ免疫元 トシテ注入 シタル場

合ニハ血行ニヨル菌 ノ禮 内播布 テ阻止 シ或ハ遷

延セシムル事能ハザレド、淋巴系統 ニヨル菌 ノ

禮 内播布ハ張度二阻止セラレ、且ツ淋巴系統内

播布菌量 ノ著 シク少量ナル事 テ知ル。

(2乃 至7圖 ハ第1圖 淋巴腺位置及淋巴腺名明

示原圖参照 ノ事)
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第

一
圖

淋
巴
腺
位
置
及
淋
巴
腺
名
明
示
圖

耳下部淋巴腺一一

鎮骨上窩淋巴腺 一

後肩脾骨淋巴腺∴一

腰中間部淋巴腺 一…

膝囮雛襲淋巴腺一一
め

深鼠瞑淋巴腺

膝脳窩淋巴腺 一一

頬部淋巴腺

施 噸部淋巴腺
一… 一・淺頸部淋巴腺
一一深頸部淋巴腺
一。前上縦隔蜜淋巴腺
一 一腋窩淋巴腺
一 一一氣管氣管枝淋巴腺

… ・・一腎臓部淋巴腺

一 一腰下部淋巴腺

議 職 欝匿膝

第
二
圖

接

〆
ー

菌

淋
巴
系
統
内
菌
播
布
圖

生
存
日
鍛
二
五
日

燐
脂
質
注
入
感
染
防
禦
實
験
(腹
壁
皮
下
菌
接
種
)
第
六
四
號
海
猿

膵購 懸 二財 ＼

総腸間膜淋巴腺"

廻 盲部淋巴腺 一一
後盲腸部淋巴腺 一'

… 一 一一幽 門部 淋 巴腺

y".一 ・下行 結 腸 淋 巴腺

第
三
圖

淋
巴
系
統
内
菌
播
布
圖

生
存
日
数
三
〇
日

燐
脂
質
注
入
感
染
防
禦
實
鹸
(腹
壁
皮
下
菌
接
種
)第
四
四
號
海
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第
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〆
、
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鰹

菌
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禦
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照
實
験
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Q
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=
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感
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感
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∴
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第
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/
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∴
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第四章 燐脂質ニヨル治療敵果實験

結核 菌禮成分 中、 「リボ イ ド」即 チ類脂肪禮 ノ免

疫學 的研究 ハ、Much,Meyer,Landsteiner(26),

Anderson其 他 多数 ノ學者 ニ ヨリ行 ハ レ、本物

質 ガ結核 免疫 二當 リ重要 ナル役 目テ演 ズル事 ハ

近 年諸 家 ノ論 ノー致 セル虎 ナ リ。余 ハ先 二類脂

質 中 ノー ナル燐脂質 テ免疫元 トシタル場合 二盟

内二進 入 セル結核 菌 ノ淋 巴系統 ニ ヨル播布 ガ著

シク遷延 セ ラル ・事 テ知 リ、燐 脂質 ニハ結核感

染防禦能力 テ有 スルモ ノ ト断定 セ リ。故 二本章

二於 テ、更 二燐 脂質 中二結核 テ治癒 セ シムベ キ

成分 ノ存 否 テ決 定 スベ ク以下 ノ如 キ實験 テ行 ヘ

リ。

第 一 節 實 験 方 法

第一項 燐脂質 「エ ムルヂオ ン」ノ製法

必要量 ノ燐脂質ヲ秤量ジ、之二極メテ少量 ノ1エーテ

ル」ヲ加へ溶解セシメタル後、O.5%石 炭酸加生理的食

盤水 ヲ加へ強ク振盈シ、石炭酸加生理的食盤水中ニー・

定量 ノ燐脂質 ヲ含有スルが如キ 「エムルヂオソ」ヲ作

製ス。

第二項 「ツ」皮 内反慮検査方法

第三章第四節二記載 シタル ト同一方法ニヨル。

第三項 供試菌液 ノ製 法

イ)第 一實験二於テ・・、ペ トラニアー二氏培地上二8

週 間培養セル蛮育旺盛ナル供試菌2彪 ヲ秤量シ、之 ヲ

乳鉢内二入 レ1乃 至2滴 ノ生理的食盤水 ヲ加へ充分

二研磨 ジ、漸次食魎水 ノ量 ヲ塘加 シ1・0蝿 トナシ之ヲ

10倍 稀葎 方法ニヨリ100倍 稀繹 ヲ行 ヒタル菌浮游液

0.5iXEヲ 腹 壁皮下二接種セリ。

ロ)第 二實験二於テノ・前同一方法二微 ヒ、供試菌ノ2

彪 ヲ秤量 シ之二10蝿 ノ生理的食唖水ヲ加ヘテ製シタ

ル菌浮游液0.5耗 ヲ腹壁皮下二接種 ヲ行ヘ リ。

第 四項 塗 抹標本作製 法及 ピ鏡検方法

総テ第三報實験 二於ケル ト同一方法 ニヨル、從ツテ、

第三報、第二章、第一節、第二、三、四、五、六項ヲ

参照セラレタシ。

第五項 實験 順序

余・・本實験 ヲ行 フニ當 リ第一實験、及ビ第二實験 ノ2

ツニ分チテ實験 ヲ行ヘ リ。

4)第 一實験、健康海狸16頭 ヲ選ビ、之 ヲ2群 二分

チ11頭 ヲ治療数果實験 二、残 リノ5頭 ヲi封照實験二

使用 セリ。

先ヅ16頭 ノ海6冥ノ皮内二50倍 稀糧傳研作製奮「ッベ

ルクリソ」0.1蝿 ノ注入ヲ行ヒ、試獣 ノ線テガ「ッ」皮内

反慮陰性ナル事 ヲ確メタル後、前記菌浮游液、0.5蝿

ヲ腹壁皮下二接種 ヲ行 ヒ、更二7日 後再ビ「ソ」皮内反

慮 ノ槍査 ヲ行 ヒ、初同「ツ」反慮槍査時二比シ多少反磨

著明ナル事 ヲ確メ、菌接種後9日 目ヨリ、3日 ノ間隔

ヲ以テ、6晒 、5雇 、19彪 ト燐脂質「エムルヂオソ」ヲ

腹壁皮下二左右交互二注入ヲ行 ヒ、注入完了後13日

目、郎チ結核菌接種後28日 目二、再 ビ「ツ」皮内反磨

ノ槍査 ヲ行 ヒ、結核 ノ進行性ナル事ヲ確 ム(第9表 参

照),以 上 ノ實験完了後、比較的短時日生存iC7v18

第9表 燐脂質ニヨル治療数果實験(第 一實験)順 序

實験施行月
日

實験事項
及ビ経過日薮

1936年

3月27日

1936年

3月2日

1836年1936年1936年1936年

3月9日3月11日3 .月14日3月17日
9

1936年

3月30日

結核菌接種後日籔 0 7日9日12日15日

「ツ」鷹 薦旨献 繍 謹 繍
旨三激

28日

實 験 事 項 「ツ」反慮 結核菌接種
「ソ」反 慮

燐脂質ニヨル治療娘果實験(第 二實験)順 序

實験施行
月 日 1936年 1936年 1936年 1936年1936年1936年

實験事項 9月30日 10月2日 10月12日 10月14日10月17日10月20日

及ピ経過 日激

結核菌接種後日倣 0 10日

實 験 事 項 「ッ1反慮 結核菌接種 「ツ」反慮

12日15日18日

第 一 同 第 二 同 第 三 同燐
脂質注入 燐脂 注入 燐脂 注入

「ツ 」==ツ ベ ノレク リ ン'
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第11表

隻
瓦

6so

500

5SO

500

45e

4〃o

燐脂質治療数果實験(長期生存海猿髄重グラフ)

甥
煩彫債三杁後日数367t32t3449∬79あY3

例、並二比較的長時日生存 セル、3例 二就テ、余 ノ淋

巴腺非薄塗抹標本鏡検法ヲ磨用 ジ、淋巴腺内結核菌 ノ

出現 ノ多寡 ヨリ、海猿燈内二於ヶル結核菌 ノ播布状態

ヲ知 リ以テ燐脂質 ノ治療数果 ノ有無 ヲ蘭明セリ。

口)第 二實験、10頭 ノ健康海猿 ヲ選ビ、之 ヲ2群 二

分チ5頭 ヲ治療数果實験二、残 リノ5頭 ヲi封照實験 ト

ナス。先ヅ前實験二於ケル ト同様、「ツ」皮内反慮ニヨ

リ海猿 ノ健康ナル事ヲ確メタ〃後、側腹壁皮下二前記

菌浮游液0.5蝿 、 印チ10分 ノ1瑳 ノ結核菌 ノ接種 ヲ

行 ヒ〃 レ後、12日 目ヨリ3日 間 ノ間隔ヲ置キ、5瑳 、

170号 ヌ5堺A
-・一一一164号 …5塀 、

'一 一一一一一'53号 窺塀
、
、1
LJ〆
/〈〉 ＼ノ

メ'
!'

ご!

!

!ノ

、ノ

,負、

●_■6㌧ 」,'、 、一奢残
vグ 唖

,銭、
'、、
,、、
'、蟹 、

,へ
L'"、L○・。-4順 くYプ

、》'

一
＼葵＼ 葵

,1冒,1.,11・ ・ 願1・1・ ・

聰 麟7・ だ 〃 π 〃 卸49房 貿 π 〃 〃 〃 細 照 〃 艇 仰 白

99〃12e133〃 紹 口

6瑳 、10麺 ノ3同 、総量21彪 ノ燐脂質ノ

注入ヲ行 ヒ完了後夫々生存 日数 ヲ異ニシテ

屠殺 ジ、第一實験 二於ケル ト同標淋巴腺内

二於ケル菌 ノ存否ヲ検索 シ、以テ盟内播布

状態 ノ詳細ナル検査ニヨリ、治療数果ノ有

無 ヲ決定セ リ。

第 二節 實験 成 績

第一項 膿重 ノ攣化

艦重 ノ測定ハ常二室腹時 二行ヘ リ。

イ)第 一實験、第10表 二示セル18例

ノ試獣中長期生存3例 、短期生存8例

二於ケル盟重 ノ攣化テ通覧 スルニ、短

期生存二於 テハ結核菌感染以後約22

日目、即チ燐脂質注入完了後7日 二於テ盟重ノ

減少バー般二著明ニシテ、其後漸次増加 ス。長

期間生存セ シメタル3例 二於 テモ第一實験同檬
一一旦減少 シタル膿重 ガ漸次増加 シ結核菌接種後

74日 、燐脂質注入後59日 ニシテ禮重ハ最高二

蓬 シ、其後漸次死期 ノ近ヅクニ從 ヒ再 ビ減少シ

初 ムルテ知ル、然 レドモ第11表 中164例 ノ如

クー般駄態可良 ニシテ、 日撒 ノ経過 ト共二反ツ

テ禮重 ノ増加 シツ ・アル例 テ見ル。

第12表(第 二實験)

1 2 3 4 5 6 7 8 9

`

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

結核菌接
種後日藪

注 5 10 12 15 18 20 25 31 36 41 46 52 57 60 65 71 74

燐脂質注入
完了後日鐵 注 3 6 8 15 19 24 29 34 40 45 48 52 58 61

盟重測
定月

海猿 日旨番號
3011X 21X 7 12 14 17 20 22 29 21XI 7 12 17 23 28 11X∬ 5 11 14

藻i

劃劇

27 415
-

395

405

370

425 440 430 415 420 430 400

405

455 435 440 440 425 400 395

輔

400

殺37 4CO
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400 430 410
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53 440 410 420

395

450
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380

妬 405 385 440 440 440
405

445 420
一 一

420

66 380 400 400 380

420
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380
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420
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84
1
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判
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劉
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22 340
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360 380 385 435 435

・390
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400 40033 370 380 385 390 395 390 395 385 380 殺

70 365 380

400
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370
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ロ)第 二實験、本實験二

於テハ菌接種後、即チ燐

脂質注入前二僅少ナレド

盟重 ノー時的層加 ノ傾向

テ示 スト錐モ菌接種後、

20日許燐脂質注入後8日

前後二於テー旦艦重 ノ減

少テ來 シ爾後再 ビ」曾加 ノ

傾向テ示セリ、斯 クノ如

キ禮重 ノ攣化ハ凡 ソ第一

實験二於クル禮重 ノ攣化

トー致ス。又封照例二於

テハ、免疫獣二於 テ見タ

ルガ如キ禮重 ノー時的減

少 テ見ズー般 二拠物線状

テ壷 ク。

第二項 燐脂質注入

Lヨ ル局所 ノ璽靴

イ)第 一實験、第一實験

二於ケル燐脂質注入局所

二於 クル憂化モ凡 ソ第二

實験 二於 ケル ト同様ナ結

果 ナルテ以 テ弦 一省略

スo

ロ)第 二實験、燐脂質 ノ

注入テ行 ヒタル5例 ノ海

狸二就 テ局所 ノ憂化テ通

覧 セルニ、全 ク無反慮二

終 レル例ハ、第37號 ノ第

2同 目、第66號 ノ第3同

目燐脂質注入時 ノ如キ例

アレド、大多撒 ノ場合 二

於テ以下述 プルガ如キ局

所反慮テ呈 セリ。即チ、

燐脂質注入後1日 乃至.2

日目頃 ヨリ注入局所 ノ皮

膚中央部黄緑色 トナ リ、

壌死 二陥 リ、其周園 ノ皮

膚獲赤テ來 シ著明ナル炎
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、

症症状 テ呈 シ、一一般 二該周 園 二屡 ≧硬 結 テ認 メ、

下部筋 肉層 ト癒著 セルモ ノアレ ド、 叉癒著、硬

結 テ鋏如 セル モ ノア リ。

皮 膚面 ノ壌死部 ハ 日数 ノ経過 ト共 二皮 膚黒褐 色

トナ リ痂皮 テ形成 スルモ、更 二藪 日テ経 過 セバ

痂皮剥離 シ潰瘍 テ形 成 ス、然 レ ドモ該潰瘍 ノ・結

核性潰瘍 ト異 リ治癒傾 向著明 ニ シテ間 モナ ク搬

痕性治癒 テ螢 ム。

第3項 燐 脂質注 入 ト「ツ」皮

内反 慮 トノ關係

18頭 ノ非結核 感染 獣 二供試 菌百分 ノー竈 ノ接種

テ行 ヒタル後、7日 目一「ツ」皮 内反庶 ノ検査 テ

行 ヒ、48時 間後 ノ成績 テ検 セルニ其過 牛数 二於

テ全 ク陰 性 ニ シテ、8例 二輕度 ノ登赤 テ認 メタ

リ ト錐 モ極 メテ輕 度 ナ リキ。

次 二燐脂質 注入後13日 目即 チ、結 核菌接種後28

日 目二再 ビ「ツ」皮 内反磨 ノ検 査 テ行 ヒタル ニ24

時 間 ニ シテ殆 ン ド線 テ直径約1.0糎 ノ皮膚登赤

テ認 メ、該登赤 ハ48時 間 ラ経過 セルモ僅 カニ罷

色 セル ノ ミニ シテ、封 照例 二於 ケル反磨度 ト大

差 テ認 メザ リキ、依 是結核感染海瞑 ハ燐脂質!

注 入 テ受 クルモ「ツ」反慮 ノ成績 ニハ何等影響 テ

蒙 ラザ ル事 テ知 レリ。

第4項 側腹壁皮下菌接種時

二於 ケル菌 ノ播布歌態

1)第 一實験(短 期生存例)成 績

1)燐 脂質注入實験

1.第112號 例

菌接種後生存 日数25日

肉眼的所見、内臓諸臓器二著攣 ヲ認メズ。右膝掴繊鍵

淋巴腺ノ・大豆大乃至小豆大 二3個 腫脹化膿ス。左膝掴

鐡髪淋巴腺牛米粒大乃至米粒大 二腫脹 シ珠藪状 ヲ呈

セルノミニジテ其他 ノ淋巴腺 二2乃 至3個 腫大セル

モノアルモ特記スベキ著攣 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績、結核菌接種後25日 ヲ経過セルニ

拘ラズ未ダ膝圓撤嚢淋巴腺、腰下部淋巴腺、及ビ反野

側鼠膜淋巴腺内二菌 ヲ認 ムルノミナル事ハ、菌 ノ播布

遅延 ノ如クー見ユレドモ,治 療数果實験 二於テ接種セ

ラレタル菌量ノ僅少ナルニヨル。

2.第196號 例

菌接種後生存 日数25日

肉眼的所見、腹壁右側二弓状 ノ痂皮形成アリ、共長サ

約2糎 ナ リ。左側腹壁ニモ亦長サ2糎 、幅1糎 ノ痂皮

ヲ見ル、腹壁中央線上ニテ下3分 ノ1ノ 部位二、即チ

結核菌接種部位二、表面二黄線色 ノ膿 ヲ有セル潰瘍ヲ

認 メ・該膿中ニハ結核菌ヲ詮明セリ。内臓諸臓器二著

攣 ヲ認メズ。右側膝腫激襲淋巴腺 ハ大豆大二腫脹シ、

濃厚ナル膿 ヲ有ス。雨側腰下部淋巴腺・・小豆大二腫脹

セリ。

塗抹標本鏡楡成績、菌接種個所 が腹壁中央部 ナルヲ

以テ左右膝嘔激襲淋巴腺内二多数 ノ菌 ノ移動セルヲ

見ルモ之ヨリ更二菌 ノ前進セル状態 ヲ認 メズ。

3.第192號 例

菌接種後生存 日敷31日

肉眼的所見、左側腹壁二示指頭大 ノ痂皮形成アリ、共

一部剥離ジ柔軟ナル肉芽 ヲ露出ス
。

右側腹壁二雀卵大 ノ膨隆ヲ認 メ之ヲ切開セルニ濃厚

ナル膿 ノ流出ヲ見、多量 ノ結核菌ヲ謹明ジ得タリ。右

側胸骨淋巴腺モ亦雀卵大 ≒腫脹 シ多量ノ膿ヲ貯留ス。

其他右側膝掴雛 菱淋巴腺 ノ輕度ナル腫大 ヲ認メタル

以外二著墜ナシ。

塗抹標本鏡楡成績、淋巴腺内二全 ク菌ヲ謹明シ得ザ

リシモ之 ヲ以テ直チニ菌 ノ播布絶無 ト言フ事ヲ得ズ。

唯淋巴腺内二於ケル菌ノ播布 ノ極メテ少量ナル事ヲ

知ル。

4.第124號 例

菌接種後生存 日数33日

肉眼的所見、結核菌接種部位二小豆大 ノ膿瘍ヲ形成

ジ内部二黄緑色ノ濃厚ナル膿 ヲ貯留ス。第1同 及ビ第

2同 燐脂質注入部位ノ・完全二治癒 セルモ、第3同 燐脂

質注入部位 ニノ・痂皮 ヲ有 シ、之 ヲ除去 セバ蒼白ナラザ

ル比較的良好 ノ肉芽 ヲ有 セル潰瘍 ヲ生ズ。脾臓表面ニ

ハ2乃 至3個 ノ灰白色 ノ結核性結節 ヲ認ムvド 、他臓

器二病攣 ヲ認メズ。右膝理國繊襲淋巴腺ハ雀卵大二腫脹

シ、乾酪攣性 ヲ呈ス。右腰下部淋巴腺ノ・約3倍 大二、

前上縦隔蜜淋巴腺ノ・約4倍 大二夫 々腫脹セルヲ認ム。

塗抹標本鏡検成績。本例二司リ皮下淋巴毛細管中;

進入セル菌 ハ噸部淋巴腺内三到達 セリ。一方、膝囮雛

襲淋巴腺内二入 リタル菌ハ深部淋巴毛細管 ヲ通過前

進セル事 ヲ關明 シタレド其菌量ノ、未ダ極メテ少量ナ

リ。

5.第117號 例
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治癒 シタvド モ、第3同 注入部位二肉芽蒼白ナル、治

癒傾向強キ小潰瘍ヲ認 ム。右側腹壁二結核特有 ノ性状

ヲ呈セル小豆大 ノ潰瘍アリ該表面二結核菌 ヲ有セル

濃厚ナル膿 ノ附著 ヲ見ル。脾臓 ノ大 イサ尋常ナ レド充

血強ク所 々二結核結節ヲ認 ム。肺臓、肝臓共二著攣ナ

シ、右膝個激襲淋巴腺ハ小指頭大、或ハ大豆大二3個

腫脹 シ、其中央部各 々軟化 シ、稀薄ナル膿 ヲ有 シ其 周

園著 シ〃彊固ナリ。淋巴腺周園炎強ク周園 トノ癒著著

明ニシテ3個 相互二癒合シテー塊 トナル。右深鼠瞑淋

巴腺ハ小豆大二2個 腫大セルヲ認 ム。右腰下部淋巴腺

ハ尋常淋巴腺ノ約4倍 大二腫脹シ、右腎臓部淋巴腺ハ

約2倍 大 二腫大ス。

塗抹標本鏡楡成績。本例二於テノ・薮個 ノ淋巴腺内二

菌ヲ詮明y、 之ヲ生存 日鍛33日 ナル、i封照實験、第

172號 例(後 述)ノ 成績b比 較 ヲ行フ時二反ツテ本例二

於テ淋巴系統ニヨル菌 ノ播布廣汎ナル事 ヲ知ル。

6.第101號 例、

菌接種後生存 日倣39日

肉眼的所見、燐脂質注入部位 二生ゼジ潰瘍ハ搬痕性

治癒ヲ螢 ム。右側腹壁結核菌接種部位ニハ結核特有 ノ

潰瘍 ヲ形成ス。右膝囮雛髪淋旦腺ハ2個 、大豆大及ビ

小豆大二腫脹シ、充血虹二淋巴腺周園炎強ク、互二癒

合シ乾酪墜性二隔ル、右深鼠膜淋巴腺ノ・正常 ノ4倍 乃

至5倍 大二腫大 シ著ジク強固ナリ。右腰下部淋巴腺ハ

硬ク灰白色 ヲ呈シ乾酪墜性二隅ル、雨側前上縦隔蜜淋

巴腺ハ僅 カニ腫大セルノミ。

塗抹標本鏡槍成績、本例二於テ・・軍二膝掴雛襲淋巴

腺、蛇二腰下部淋巴腺 ノミニシテ、本例 ト生存 日数 ヲ

第15表 燐脂質注入治療敗果實験成績

同ジクセル封照實験 ノ158號 例 二於 ケル 播布状態b

ノ比較 ヲ行 フニ本例二於ケル 菌播布ノ著シク遅延セ

ラル ・事 ヲ知ル。 ・

7.第138號 例

菌接種後生存日数39日

肉眼的所見、燐脂質注入個所ハ搬痕性治慮 ヲ螢ム。結

核菌接種局所二結核待有 ノ小潰瘍ヲ認 ム。内臓諸磯器

二著愛ヲ認メズ。右後肩脾骨淋巴腺ハ約1倍 牛二腫大

シ著シク硬ク、少量 ノ乳賂濃物質 ヲ蔵ス。右膝1醐皮襲

淋iE腺 ハ又小指頭大二腫提シ著 シ〃掻固=yテ 内部

二黄色 ノ濃駆ナル膿ヲ有 ス。

塗床標本鏡瞼成績、前101號 ト同襟菌 ノ播布未グ廣

汎二亙 ラズ、之ヲ生存 日数39日 ナノγ封照實験例158

號(後 違)ト 比較 ヲ行ヘバ、本例モ亦菌播布 ノ遅延セラ

ル ・ヲ知ル。

8.第165號 例

菌接種後生存 日数42日

肉眼的所見,結 核菌接種部位二碗豆大 ノ結核性潰瘍

ヲ有ス。内臓諸臓器二著墜ヲ認 メメ。右膝掴雛襲淋巴

腺ハ示指頭大二腫脹シ、乾酪墜性ヲ呈ジ、著 ジク彊固

ナリ。右腰下部淋巴腺大豆大ニジテ硬結 ヲ呈シ、薄キ

膿 ヲ藏ジ乳酪康物質アリ。肝門静脈淋巴腺ハ硬〃、腫

大スレド膿 ヲ認メズ。

塗抹標本鏡検成績。菌接種後42日 ヲ纒過セ7v二 拘ラ

ズ菌 ノ播布範圃 ノ狭小ニシテ、i封照例 ノ158號 成績

(後逓)ト ヲ比較ヲ行フ時本例二於ケル 播布速度ノ遅

延セル事 ヲ知ル。

1)第 一實験(長 期生存例)成 績

第一實験(短 期生存)

海 猿 番 號 117 101 138 165

饅 重 480 360 350 450

結 核 菌 接 種 量 薩 11100 11100 11100 11100

燐 脂 質注
入 量 彪

1 6.0 6.0 6.0 6.0

∬ 5.0 5.0 5.0 5.0

皿 10.0 10.0 10.0 10.0

結核菌接種後生存日籔 35 39 39 42
亀___-F

燐脂質注入後生存日鍛 20 24 24
雪

27
層 　

髄側淋
巴腺及臓器名 ㊨1左 ㊨1左 ㊨1左 ㊨1左t

頬 部 淋 巴 腺 1

噸 部 淋 巴 腺 コ 十 一 一 一 一 一 ■■■■瞳,

顎 下 淋 巴 腺
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耳 下 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺

鎮 骨 上 窩 淋 巴 腺

腋 窩 淋 巴 腺

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺

前 上 縦 隔 資 淋 巴腺
一口

氣 管 氣 管 枝 淋 巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 中 間 部 淋 巴 腺

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 淋 巴 腺

藁 骨 淋 巴 腺
膝 脳 雛 襲 淋 巴 腺

深 鼠 齪 淋 巴 腺

幽 門 部 淋 巴 腺

肝 門 淋 巴 腺

膵 肝 門 淋 巴 腺

腸 間 膜 淋 巴 腺

廻 盲 部 淋 巴 腺

後 盲 腸 部 淋 巴 腺

下 行 結 腸 淋 巴 腺

肺 臓

肝 臓

腎 臓

脾 臓

菌 接 種 部 位

第170號 例

菌接種後生存 日数、147日

肉眼的所見
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柵
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胸部、肺臓横隔膜面ハ横隔膜 ト癒著シ肋膜 ノi著明ナ

ル肥厚 ヲ認 ム。一般二表面蒼白ニジテ所 々二灰白色大

理石檬紋理 ヲ有ス。割面ハ粗槌ニジテ所 々二硬結 ヲ鰻

ノレ。

腹部、少量ノ透明ナル腹水 ヲ認 ム。

肺臓、一般二蒼白二鉱テ全面二亙 リテ紋理状 ヲナシ、

割面粗樋ニシテ膿 ノ流出ヲ認 ム。.

脾臓。全面灰白色ニシテ大理石檬絞理 ヲ有 シ該部ハ

健康部 ヨリ僅 カニ膨隆ス。割面モ亦表面同檬灰白色 ニ

シテ健康組織 ヲ殆 ソド認 ムル事 ヲ得ズ、帥チ集合性結

節ヲ形成ス。

腎臓。著シク貧血性ニシテ柔軟 ノ感 アリ。

淋旦腺。り般二腫大シ夫 々著明ノ攣化 ヲ呈ス。雨側頃

部淋巴腺ハ約1.5倍 大 二腫大ス。雨側深鼠瞑淋巴腺 ・・

亟
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冊
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鉄

一

褥

一
一

一
一
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一
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鉄
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十十

共二大 イサ尋常ナレド著シク充血ス。右腋窩淋巴腺ハ

3個 赤色 ヲ呈シ米粒大二腫脹セリ。右肩脾骨淋巴腺ハ

大豆大二腫脹ジ、黄色ニシテ瓢箪形 ヲ呈ス。前上縦隔

蜜淋巴腺ハ約3倍 大 二腫脹 ・y充血著・y。雨側氣管氣管

枝淋巴腺ノ・約2倍 大二腫脹 シ充血著明 ニシテ其一部

黄色 ヲ呈ス。右膝脳雛嚢淋巴腺ハ3個 ヲ有シ、1個 ハ

大豆大、1個 ハ示指頭大二・yテ他ハ小指頭大二腫大セ

リ、是等淋巴腺 ノ所 々二化膿 ヲ呈セル部充血 ヲ呈セル

部分等 ヲ認メ、淋巴腺周園炎強ク周園組織 ト癒著ス。

左膝咽雛嚢淋巴腺ノ・5個 ヲ有シ、夫々小豆大乃至大豆

大二膨大シ充血、化膿、淋巴腺周園炎 ヲ呈セルモノ

アリ。雨側股關節ハ強直ヲ呈シ、右側二於テハ輕度ノ

屈伸可能ナレドモ左側ノ・屈伸全ク不能 ニシテ 股關節

部附近 ノ骨質著シク柔軟ナ リ。

塗抹標本鏡検成績、僅 カニ右膝囮雛嚢淋巴腺、及右後

肩脾骨淋巴腺内二少量 ノ菌ヲ謹明セル ノミニシテ菌

播布域 ノ狭少ナル事 ヲ知ル。
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第153號 例

菌接種後生存日数174日

肉眼的所見、一般状態不良ニシテ著シク蕨痩シ、皮下

脂肪組織膠標 トナル、淋巴腺バー般二小ナ レド、雨側

鎮骨上窩淋巴腺、後肩脾骨淋巴腺共二米粒大 二腫脹

ス。左氣管氣管枝淋巴腺ハ小豆大二腫脹 シ著シク強固

ナレド、左腎臓部淋巴腺ハ小豆大二腫脹シ柔軟ナ リ。

右腎臓部淋巴腺モ亦牛小豆大 二腫脹シ同ジク柔軟ナ

リ。右膝嘲雛襲淋巴腺 ハ大豆大 二腫大 シ化膿 ヲ呈ス。

肺臓。左側上3分/2ノ ・胸部 ト繊維素性癒著ヲ呈シ、

叉右側肺臓二於テモ後壁 ト繊維素性癒著ヲ呈ジ、肋膜

炎 ノ状態 ヲ示ス、肺臓表面 二於 テ多少隆起セル硬キ結

核結節 ヲ認ム。

肝臓。全面二結核結節アリ紋理状 ヲ呈シ 著ジク貧血

性 ニジテ割面叉粗槌ナリ。

脾臓、全面充血シ結核結節 ヲ有ジ表面絞理状 ヲ呈シ

所 々二壊死竈 ヲ認 ム。

腎臓、貧血性 ニシテ柔軟、割面 ノ所 々二充血ヲ認ム、

塗抹標本鏡槍成績、本例 二於テハ既二第三報二於テ

記載セルが如 ク経皮下淋巴毛細管、経深部淋巴管、経

血管系統 ノ3輕 路ニヨリ菌 ノ播布ノ行ノ・ル ・状態ヲ

知ル事 ヲ得、而シテ本例 二於テノ・菌 ノ播布廣汎 二亙 レ

ルが如クナvド 之ヲ封照例 ノ158號 例(後 述)ト 比較

ヲ行フ時二菌螢見淋巴腺数二大差 ヲ認メザレド、個 々

ノ淋巴腺内二於ケル菌量ハ本例二於テ可成培加セル

ヲ知ル。

第164號 例

菌接種後生存 日轍181日

肉眼的所見、本例ハ前記2例 ト異 リ、第11表 二見ル

ガ如 ク膣重壇加シ、一般状態可良ナ ソド、180日 ヲ経

過eル ヲ以テ屠殺ヲ行 ヒ他 ノ2例 ト比較検索 ヲ行ヘ

リ。一般榮養状態可良ニシテ皮下脂肪組織登育可良ナ

リ。菌接種局所筋肉内二粟粒大 ノ脂肪様色調 ヲ呈セル

境界鮮明ナル結核結節様物質 ヲ有シ、之ヲ切開セルニ

乳酪標物質 ヲ出ス。

肺臓。各肺葉二、1乃 至2個 ノ淡黄色地圏状乾酪攣性

部 ヲ認 ム。左肺上葉 二乾酪髪性ノ著明ナルヲ認メ、共

他左肺下葉、右肺下葉、右肺中葉等ニモ輕度ナ レド病

墾 ヲ認メタ リ。.

肝臓。大 イサ尋常ナ レドー般二充血強ク、肝縁部二結

核結節ヲ1個 認 ム、叉肝表面ニテ中央部二境界不明瞭

ニシテ灰白色 ヲ呈セル部分ヲ認メタリ
。

第16表(第 一實験)燐 脂質注入治療数果實

験成績(長期生存)?ハ 不明瞭

海 猿 番 號 170 153 164

膣 董 460 400 470

結 核 菌 接 種 量 竈 1/100 11100 11100

燐 脂 質
注 入 量

1 6.0 6.0 6.0

皿 5.0 5.0 5.0

皿 10.0 10.0 10.0
-

結核菌接種後生存日藪 147 174 181

燐脂質注入後生存日鍛 132 159 166

膿側淋
巴腺臓器名 ㊨1左 ㊨1左 司 ㊧
頬 部 淋 巴 腺 鉄

=
=
一

一=一

=

三
二
土
こ
一

三

三

三
十

==

三

鉄
=

三

=
=
=
=
=
=
=
鴨==

一

三

=

=

=

=

=

一

二
二

三
一
一

柵
=
一
柵

三
?一
什一
鉄

三
訣

王
冊

三
一
一

訣

=

三
『

二

三
三
こ
二
上
五
量
上
董
十
=
=

三
訣

一

三
=
ニ ー
一

=
=

T
=一
=

三
鉄

三
鉄
=

三
二

二
鉄

三
こ

三
二
二

三
=
=

三
塾
二
量
二
十

三

豆

噸 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺

顎 下 部 淋 巴 腺

淺 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺

鎖 骨 上 窩 淋 巴 腺

腋 窩 淋 巴 腺

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺

前 上 縦 隔 蜜 淋 巴腺

氣 管 氣 管 枝 淋 巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 中 間 部 淋 巴 腺

腰 下 部 淋 巴 腺

腸 骨 部 淋 巴 腺

薦 骨 部 淋 巴 腺

膝 掴 雛 襲 淋 巴 腺

深 鼠 瞑 淋 巴 腺

膝 脳 窩 淋 巴 腺

尾 閻 骨 淋 巴 腺

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一

肝 門 淋 巴 腺 一 一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 柵 一

腸 間 膜 淋 巴 腺 一一 十 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一

後 盲 腸 部 淋 巴 腺 一 一 一

下 行 結 腸 淋 巴 腺 一 一

肺 臓 一 冊

肝 臓 一 一 一

腎 臓 一 一 一

脾 臓 十 一

1菌,接 種 部 位 ? 柵 一
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腎臓。大イサ尋常ニシテ可成ノ貧血ヲ認 ム、腎臓門二

接近シテ充血セル個所ヲ認メ、叉全面 二淡灰白色地圖

状ヲ呈セル紋理ヲ認 ムレド、割面二著墜ナシ。

脾臓。一般二充血強ク表面卒坦ナリ。散在性 二約9個

ノ結核結節ヲ認メ、割面二充血セル個所 ヲ認メタル以

外二著髪 ヲ知 ラズ。

塗抹標本鏡検成績、淋巴腺内ノ菌播布著 シ〃少量ナ

リ。

治療数果第一實験封照例。

箋1翻 菌礪 後生存脚3日
本2例 ノ成績 ト治療数果實験 ニヨル塗抹標本鏡槍成

績 トノ比較 ヲ行フニ、本實験 二於 テハ結核菌接種後僅

力13日 ヲ経過セルノミナvド モ淋巴系統ニヨル菌 ノ

播布状態ハ前記、長期生存實験例153號 例(生 存 日数

174日)以 外ノ何vノ 例 ト比較 ヲ行フモ大差ナキ歌態

ニジテ、長期生存治療数果實験 ニヨリ、燐脂質ハ淋巴

系統ニヨル菌 ノ播布ヲ著 シク遅延セシムル 能カ ヲ有

ス〃事 ヲ閲明セリ。

第172號 例

菌接種後生存 日髄33日

肉眼的所見、菌接種部位 二米粒大 ノ膿瘍形成 アリ該

表面二濃厚ニシテ黄線色 ヲ呈セル膿 ヲ有ス。肺臓一般

二蒼白、脾臓、表面 二3乃 至4個 ノ淡褐色 ノ周邊不明

瞭ナル結核結節ヲ有ス。肝門静脈淋巴腺ハ大豆大 トナ

リ乾酪髪性 ヲ呈セルモ牝膿竈 ヲ認メズ。

右耳下淋巴腺小豆大二腫大 シ強固ナリ。左膝腫窩淋巴

腺ノ・正常ノ約3倍 大 トナ リ、右腰下部淋巴腺・・叉2倍

大 二腫脹ス。

塗抹標本鏡検成績、菌 ノ淋巴系統 ニヨル進行緩慢ニジ

テ治療数果實験二於ケル菌ノ播布朕態 ト大差ヲ認メズ。

第158號 例

菌接種後生存 日数39日

肉眼的所見、菌接種部位二穿掘 シ、肉芽柔軟ナル潰瘍

ヲ形成ス。脾臓表面粗槌ニシテ結核結節ヲ認 ム。

肺臓、肝臓共二著攣ヲ認メズ。右噸部淋巴腺ハ小豆大

二腫脹 シソノー部乾酪攣性二陥 リ、叉左側ハ強固ニシ

テー部稀薄膿ヲ有シ、一部乾酪愛性 二昭1ノルヲ認 ム。

第17表(第 一實験)治 療数果實験封照(腹壁皮下菌接種)

海 瞑 番 號 155

-

103 181 172 158

髄 重 400 500 440 430 320
一 冒}一 一 『-

11100結 核 菌 接 種 量 」1100 11100 1/100 1/100

}

{

燐 脂 質 注 入 量 薩 0 0 0 0

一 一,

0

結核菌接種後生存日倣 13 13 25 33 39

燐脂質注入後生存日数 0 0 0 0 0

髄側
淋巴腺臓器名 司 左 司 左 司 左 司 左 司 左
頬 部 淋 巴 腺一
頭 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 督

一一
一

顎 下 淋 巴 腺

耳 下 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

淺 在 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 什

深 在 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

鎮 骨 上 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腋 窩 淋 巴 腺
r-一 ■一

一 一 一 一 一 一 圏 一 十 一

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺 十 一 十 一 十 一 十 一 什 一一
前 上 縦 隔 蜜淋 巴腺 一 一 柵 一 一 一 一 一 一 一
一一
氣 管 氣 管 枝淋 巴腺 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 十 十

腰 中 間 部 淋 巴 腺 鉄 訣 鉄 鉄 鉄 倣 鉄 鉄 飲 鉄
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腰 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

腸 骨 淋 巴 腺 鉄 鉄 飲 鉄 鉄 訣 訣 鉄 鉄 鉄

薦 骨 淋 巴 腺 什 一 一 十 一 一 一 一 一 脚

膝 腰 繊 襲 淋 巴 腺 柵 一 一 什 柵 一 什 一 帯 一

深 鼠 瞑 淋 巴 腺 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一

膝 掴 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

尾 聞 骨 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一

肝 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 十 骨

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 冊 一 一 一

総 腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一
一

一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一

後 盲 腸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一
一 一
一

下 行 結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一 一

肺 臓 一 什 一 一 ■一

肝 臓 一 一
__==

一 一

腎 臓 一 一 一 一 一

脾 臓 一 一 一 一 一

菌 接 種 部 位 冊 冊 冊 柵 帯
嘲「一 一 響 口

第二實験成績

1.第84號 例

菌接種後生存日数61日 弊死、治療敷果實験

肉眼的所見、菌接種部位二結核性潰瘍 ヲ認ム。肺臓、

肝臓 ノ表面所々二小鍛 ノ結核結節 ヲ認 ム。脾臓ハ僅 カ

ニ腫大シ褐色 ヲ呈 シ、表面 ノ著 シ〃粗槌ナル以外二著

愛 ヲ認メズ。

淋巴腺ノ・一般二強固ニシテ、右耳下淋巴腺碗豆大二膨

大 シ、 ソノ中央部二化膿竈 ヲ認メ、該周園ノ・著 シ〃張

固ナル組織 ニテ包マノレ、左側ハ小指頭大二腫脹 シソノ

性状右側 ト同様ナリ。右氣管氣管枝淋巴腺ハ小指頭大

二左側ノ・碗豆大二共二腫大 シ著 シク強固ナ リ。右膝囮

雛襲淋巴腺ノ・中指頭大二腫大 シ中央部 二膿 ヲ有 シ其

周園叉著 シ〃強固ナ リ。

塗抹標本鏡槍成績、殆 ソド全均淋巴腺内及 ビ、脾臓、

肝臓、腎臓中二結核 ヲ詮明シ得タル事 ヨリ、淋巴系統

蚊二血管系統が菌ニヨリ充満シ爲 二弊死セルモノト

考フ。

2.第27號 例

菌接種後生存日数61日 、治療数果實験

肉眼的所見、菌接種部位二結核性潰瘍ヲ認 ム、該潰瘍

ノ底部ノ・腹膜 二附著ジ、該部 ヲ中心 トシテ腹膜面 二粟

粒大 ノ結節ヲ認メタリ、肺臓、腎臓 二著攣ヲ認 メザレ

ド肝臓 二少数ノ小結節 ヲ認ム。脾臓・・赤褐色ニシテ表

面著 ンク粗槌ナリ。左噸部淋巴腺、及ビ雨側腋窩淋巴

腺 ハ輕度二腫大シ、右前上縦隔蜜淋巴腺ハ硬〃、且ツ

普通 ノ6倍 大二腫大セ リ。左同名淋巴腺ハ4倍 大二腫

脹 シ互二癒著ス。左側腰下部淋巴腺二著憂 ヲ認メザソ

ド、右側ノ・柔軟ニシテ普通 ノ8倍 大 トナル。右膝囮淋

巴腺 ハ小指頭大二腫脹 シ、多量ノ膿 ヲ有 シ、一部乾酪

髪性二昭ル。左側ハ小豆大ニ シテ白色強固ナ リ。肝門

静脈淋巴腺ハ腫大 シ膿 ヲ貯留ス。

塗抹標本鏡検成績。表 二示セノレガ如ク、淋巴腺並二臓

器中二既二相當量 ノ菌 ノ播布ヲ認 ム。今本例蛇二前記

84號 例 ヲ、i封照實験第70號 例(生 存61日)(後 述)二

於ケル菌播布状態b比 較 ヲ行 フー、70號例 二於ケル播

布域 ノ狭小且ッ菌量ノ少量ナル事 ヲ知ル、然 ソドモ、

内臓諸臓器二於ケル肉眼的検索ニヨリ明カニ70號 例

二於ケル病墾(後 述)ノ 顯著ナル事ヲ知ル。

3.第70號 例

菌接種後生存 日鍛61日 、封照實験例

肉眼的所見、肺臓全表面二粟粒大 ノ結核結節ヲ多撒

認 メ。肝臓表面二於テモ亦 タ所 々二灰白色 ノ小結節ヲ

認 ム、腎臓墜化ナケ レド、 脾臓 ノ全表面 二亙 リ淡黄

色、或・・褐色 ノ牛小豆大結核結節ヲ認ム。

淋巴腺バー般二腫大 シ、強固ニシテ、右前上縦隔賓淋

巴腺 ハ柔軟二・yテ正常大 ノ約2倍 二腫大セリ。右氣管

氣管枝淋巴腺ハ示指頭大二腫大 シ實質性 ニシテ強固
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ナ リ。右腰下部淋巴腺ハ又小豆大 二腫脹シ著ジク弧固

ナリ。右膝個激襲淋巴腺ハ3個 小指頭大二腫脹 ・y、中

央部二化膿竈 ヲ有シ、該周園著シク硬固ナリ。方深鼠

瞑淋巴腺モ亦 タ約4倍 大 二腫脹or、其中央化膿 シ該周

圃ハ著 シク強固ナリ。

4.第37號 例、菌接種後生存 日数64日 、治療敷果實

験

5.第22號 例、菌接種後生存 口数64日 、治療数果實

験

肉眼的所見

イ)37號 例、肺臓表面 二小倣 ノ結核結3fiヲ散 見ス。

肝臓、腎臓二著愛 ヲ認メズ。脾臓表面組随ニシテ凹凸

不整ナルモ結節様物質 ヲ認メズ。淋巴腺バー般 二輕度

二腫大シ、且ツ強固二・yテ就中腫大ノi著明ナルハ、右

膝脳雛嚢淋巴腺、右腰下部淋巴腺ナリ。

P)22號 例、菌接種部位二結核性潰瘍ヲ認 ム。 肺臓

表面二結核結節ヲ散見 シ、又脾臓表面・・粗槌ニシテ、

白色圓形表面 司リ僅カニ隆起セル牛小豆大、乃至、小

豆大ノ結核結節ヲ有ス。

淋巴腺バー般二腫大セルモ就 中攣化著 シキモノヲ記

セバ、即チ、左淺頸部1休巴腺ハ大豆大二、右後肩脾骨

淋巴腺ハ大豆大二右膝掴融襲淋巴腺ノ・小豆大二、右腰

下部淋巴腺ハ大豆大二、左側ハ小豆大二夫 々腫脹 シ、

何 レモ強固ナリ。更二叉、前上縦隔甕淋巴腺ハ雨側共

二小指頭大二腫大 ン
、左側氣管氣管枝淋巴腺ハ小指頭

大二右側ハ碗豆大二腫大セリ。

塗抹標本鏡検成績

イ)37號 例、菌接種部位 ヨリ部團淋巴腺内二進入セ

〃ト同時二直チニ皮下淋巴毛細管 ヲ通 ジテ、後肩脾骨

淋巴腺二到蓮セル胱態 ヲ認 ムレド、更二菌 ノ進行セル

状態ヲ認メズ。

ロ)22號 例、接種セラレタル菌 ハ皮下淋巴毛細管内

二進入スル事ナク、深部淋巴管内二進入シタリト錐モ

腰下部淋巴腺 ヲ通過 ンテ夏二前進セルが如 キ状態 ヲ

認メズ。

塗抹標本鏡槍方法 ニヨリテモ、37號 例帥チ治療数果

實験二於テ菌 ノ播布多少遅延セル事 ヲ關明セリ。.

6・ 第66號 例 、菌接種後生存 日数70日 、治療数果實

験

7・ 第33號 例、菌接種後生存 日数70日 、封照實験例

8・ 第76號 例、菌接種後生存 日鍛70日 、封照實験例

肉眼的所見

イ)第66號 例、肺臓表面 ノ所 々二結核結箔ノ形成ア

リ、且ツ肝臓表面 ノ所 々二粟拉大 ノ結核結節ヲ認 ム。

淋巴腺バー般 二腫大セルモ特二憂化著ンキモノヲ記

セバ、左腋窩淋巴腺ハ尋常 ノ約6倍 大二腫脹ス。右前

上縦隔挺淋巴腺 ・・小豆大二、左側同名淋巴腺・・右側 ノ

約112ナ リ、氣管氣管枝淋巴腺・・左右共二小指頭大二

腫摂ジ、著シ〃強固ナリ。

口)第33號 例、菌接種部位二小指頭大ノ潰瘍ヲ形成

ヌ。肺臓ハ萎縮シ貧血弧ク、黄褐色 ヲ呈シ、表面 ノ所

々二「vyズ 」大 ノ牛透明灰白色 ノ斑黙数個ヲ見ルモ

結核結節 ヲ認 メズ。脾臓腫大 シ共大牛・・表面粗槌ニシ

テ僅カニ隆起ス。他 ノ牛分二於テハ牛来粒大、乃至米

粒大淡黄 白色 ノ結核結節アリ、明二乾酪墜性 二昭ル。

雨側氣管氣管枝淋巴腺及 ビ左腰下部淋巴腺・・共 二小

指頭大二腫脹モ著ジ〃弧固ナリ。右深鼠震淋巴腺ハ約

1.5倍 大二腫脹 セリ。肝門艀脈淋巴腺ノ・小指頭大 ニジ

テ強固ナ リ。

ノ・)第76號 例、結核菌接種部位二結核性潰瘍ノ形成

ヲ認 ム。肺臓表面 ノ所 々二牛透明様灰白色 ノ結核結節

ヲ認 ム。肝臓、腫大充血 シ表面ノ所 々二粟粒大 ノ灰 白

色、或・・1乃 至2個 ノ結稼結節ヲ認 ム。脾臓・・著 シ〃

充血腫大 ・y、長サ約6糎 、幅3糎 、厚サ2.0糎 大 ニシ

テ、全面二粟粒大 ノ淡黄色 ノ結核結節アリ、組織一般

二脆弱ナ リ。肱腔内二多量 ノ血性腹水 ヲ貯留ス。

淋巴腺一般 二等シク腫脹 ジ、左右噸部淋巴腺ハ大豆大

・・腫脹ス、右 耳下淋巴腺ハ小豆大二、深頸部淋巴腺ハ

左右共二大豆大 二腫大ス。右鎮骨上窩淋巴腺大豆大 ニ

ジテー部白色 ヲ呈シ乾酪墜性二陥ル。右後肩脾骨淋巴

腺ハ大豆大 二腫大シ強固ニシテ、共中央部二乾酪様物

質 ヲ有 シ、該周園ハ著 シク弧固ナリ。右氣管氣管枝淋

巴腺 ハ碗豆大 ご腫大 セルモ比較的柔軟ナ リ。腸骨淋巴

腺又腫大セ リ。右膝掴雛襲淋巴腺ハ小指頭大 ニジテ其

中央部乾酪性 二昭 リ周園ハ著 シク弧固ナリ。

以上3例 ノ肉眼的墜化ノ比較 ヲ行フニ射照例ナノレ、第

76號 例二於テノ・臓器、並二淋巴腺=於 ケル轡化著明ナ

ルニ反シ第66號 例二於テ・・是等 ノ縫化ノ・極キテ輕度

ナルヲ知ル。

塗抹標本鏡検成績、第66號 例 ト第33號 例bノ 比較

ヲ行ヘバ多少後者二於ケル菌 ノ播布廣汎二亙v・ル事

ヲ知ル。第76號 例二於テハ殆 ンド全身二菌 ノ播布セ

ラル ・ヲ見ル。

g.第53號 例
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菌接種後生存 日数73日 、治療数果實験

10.第85號 例

菌接種後生存 日数73日 、樹照實験例

肉眼的所見、 イ)53號 例、肺臓表面二数個ノ粟粒大

結核結節ヲ認メ、肝臓・・充血 シ表面二小数 ノ粟粒大結

核結節ヲ認 ム。脾臓 ノ表面二・・比較的大ナル結核結節

ヲ形成 シー部乾酪墜性二昭ル、表面ハ著 シ〃粗槌ナ

リ。腎臓異常ナシ、左前上縦隔甕淋巴腺ノ・小指頭大 ニ

ジテ強固ナ リ。右氣管氣管枝淋巴腺・・叉中指頭大 二腫

脹 ジ…著シク強固ナ リ。右腰下部淋巴腺ハ碗豆二大腫脹

ジ比較的柔軟ナ レド膿 ヲ認 メズ、右膝腰激襲淋巴腺腫

脹 シ、多量 ノ膿 ヲ有ス。

口)第85號 例、菌接種部位二潰瘍 ヲ形成 ジソノー部

痂皮 ヲ以テ覆・・レ多少乾燥ス。肺臓表面所 々二粟粒大

ノ結核結節ヲ認 ム。肝臓表面所 々二粟粒大灰 白色 ノ結

核結節ヲ認 ム。脾臓・・正常時 ノ約2倍 大 二腫脹 シ、牛

米粒大ノ結核特有ノ結節ヲ全表面二認ム。右顧部淋巴

腺ノ・大豆大二反i封側同名淋巴腺・・小豆大二夫 々腫大

シ共 二柔軟ナリ。右耳下淋巴腺牛小豆大ニシテ柔軟、

左側ハ大豆大ニシテ柔軟ナ レド化膿 ヲ呈スルモノヲ

認メズ。右後肩脾骨淋巴腺・・大豆大二腫大 シー部分化

膿 シ、一部分ノ・著 ジク強固 トナル。雨側前上縦隔蜜淋

巴腺 ハ牛小豆大二左腰下部淋巴腺 ノ・小指頭大 二腫脹

ジ著ジク強固ナリ。

肝門静脈淋巴腺・・中指頭大二腫脹シ、一部 ハ柔軟二、

一部分ノ・萱膿二隅ル
。

以上2例 二於ケル臓器、虹二淋巴腺 ノ肉眼的病墾 ノ検

索 ヲ行フー、前者郎チ燐脂質注入例二於テ輕度ナル事

ヲ知ル。

塗抹標本検鏡成績

第18表(第 二實験)

　

第53號 例並 二第85號 例二於 テ・・淋巴腺内二於ケル

獲見菌量 ノ少量ナル事ヲ認ムレドモ、前者二於ケル菌

ノ播布範圏 ノ後者二比シ更二狭小ナル事 ヲ知ル。

以上治療数果第2箕 験例中第84號 例、及 ビ封照ノ76

號例 ノ2例 ヲ除 イテ、治療敷異實験、蚊 二封照實験二

於ケル肉眼的、及 ビ淋巴腺塗抹標本 ノ成績 ヲ総括 ジテ

按 ズルニ祐療数果實験例 二於ケル 病攣輕度ニシテ且

ツ淋巴腺内二於ケル菌 ノ播布モ 多少邊延セラル ・事

ヲ知 レリ。帥チ肺臓二於テハ雨賓験共二病墜 二大差ヲ

認メザ レド、封照例 二於ケル脾臓バー般二著 シク腫大

・y、凡 ソ正常時 ノ2乃 至4倍 大 二腫脹 シ且ツ表面著シ

ク粗髄 トナ リ、粟粒大、或・・碗豆大 ノ灰白色結核結節

ヲ有 ヅ、時 日ノ経過セル例二於 テハ集合性結節 ヲ形成

ス。之二反ジ治療数果實験例 二於テ・・脾臓 ノ著 シク腫

大 セルモノナク、表面粗槌 トナルモ、結核結節 ヲ認メ

ズ。肝臓二於テモ亦タ封照例 二於テノ・所 々二結核結節

ヲ散見スレドモ、治療数果實験例 二於テ之 ヲ見ル事ヲ

得ザ リキ。 、

次 二淋巴腺 ノ肉眼的攣化ヲ覗フヨ、雨實験共二部團淋

巴腺ナル膝嘔雛嚢淋巴腺、蚊二腰下部淋巴腺、更二皮

下淋巴毛細管ヲ介シテ進行セル場合 ノ菌進入ノ第・→

淋巴腺ナル後肩脾骨淋巴腺、腋窩淋巴腺、更二叉氣管

氣管枝淋巴腺、前上縦隔資淋巴腺等最モ攣i化ヲ惹起 ・y

易 ケ1ノド、封照實験例二於テ特二攣化著明ニシテ叉屡

々噸部淋巴腺、耳下淋巴腺 ノ腫脹 ヲ見、該淋巴腺中二

菌 ヲ獲見 シタ リト錐モ、治療数果實験例二於テノ・、是

等淋巴腺中二菌 ヲ詮明 ジ得ルハ極メテ稀ナ リキ。

叉治療数果實験例 二於テハ封照獣二比 ジ淋巴系統ニ

ヨル菌 ノ播布極メテ僅 カナVド 蓬延 セラル ・事ヲ知1

レリ。

燐脂質注入治療数果實験

海 狸 番 號 84 27 37 66 53

燈 重(瓦) 405 415 395 370 405

結 核 菌 接 種 量(薩) 1110 1110 1!10 1110 111①

}一 一_

燐 脂 質注
入 量(選)

1 6.0 6.0 6.0 6.0
一

6.0

皿 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0

皿 10.0 10.0 10.0 100 10.0

結核菌接種後生存日数 61 61 64 70
一

73

燐脂質注入後生存日鍛 43 43 46 52 55

　 畳豊側
淋巴腺臓器名 司 ㊧ ㊨1左 司 左 ㊨1左 　 ㊨1左

頬 部 淋 巴 腺lllillllll お
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尋

一=一 ▼

 

二

=

乏

二
ニ
モ

訣
二

三
引

「「コ

三

飲
+

鉄

}

=

二

=

一三

=

= =

「,

一 一 一 一
1

1 一

.二
_1

「

」堕_ご 部一 淋 巴 腺1十 十;世 」
ド

耳 ド 部 淋 巴 腺1十 十i冊1
9

一
.一_■._

9

柵 一1=

_二_
_;_

一 一… 一 一一
1

.一_一__1-一___

一 一

レー一 一
一

一

一一一一 隔 甲一 一 　 }冑

顎F部 淋 巴 腺1十 一 _.}_
-1一淺rii頸 部 淋 巴 腺 陪 「

一皿 辱『"一 一 一一 一_一 一 一

深 顎 部 淋 巴 腺 十十
一 一r

7

冊

癬
一

柵 一

一
一 一

一

… 二二 辱

『 二

8

　

_二_ 一二_

_=_
一

一
『一■一 一

鎖 骨 上 窩 淋 巴 腺1惜
_______1___

柵

一 一i一 一
一=『

一

一

腋 窩 淋 巴 腺1
.=_

十

一 一 一

十

一

「=「

一

十

一1

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺1一 十 一 什
一前 上 縦 隔 竃淋 巴腺 柵 柵 冊 十

腎 臓 部 淋 巴 腺 十十
一 一

歓
響一 一

冊
一 一 一一

」冊

十十
一 一一

鉄
一巳 一

柵

一 十

_一
一

}

_ 一

歓

十

飲一=一腰 中 間 部 淋 巴 腺 鉄
耳「
歓 淘「「鉄

腰 下 部 淋 巴 腺 一 一
1

_ 十
一

氣 管 氣 管 枝 淋 巴腺
一

一 一 一一

i柵

訣「 「訣一

十
一 ・　

訣

十 一 一 十 一

一一 一

腸 骨 淋 巴 腺 鉄 鉄 鉄 歓 歓

薦 竹 淋 巴 腺 十 一 十

膝 掴 雛 髪 淋 巴 腺 柵 柵

馴
十 柵 十 冊 一

深 鼠 瞑 淋 巴 腺 柵 督一 一
十十

一 一 一 一 一

魔 胴 窩 淋 巴 腺 督
一 一 1

1幽 門 部 淋 巴 腺 十十 十 一 一

肝 門 静 脈 淋 巴 腺 什 十 一 一

膵 肝 門 淋 巴 腺
巴一一 一 一

十十 一 一 一

総 腸 間 膜 淋 巴 腺 冊 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 十什 一 一 一1

後 盲 腸 部 淋 巴 腺 什 一 ■一 一 i

下 行 結 腸 淋 巴 腺 一

柵

一

一
一一『 一

一,一

一

一肺 臓
一{一

肝 臓 十 一 一 一 ▼

腎 臓 十 一
一 』 一 一 一
一 一

脾 臓 冊 十十 一
.二 __
一菌 接 種 部 位 ～ ? 一

第19表(第 二實験)燐 脂質注入治療数果實験封照實験

85

370

1!10

O

0

0

73

/

76

謝

鞠

0

0

0

m

/ /

㊨1司 司 ㊧

33

鰯

㌦

0

0

0

70

/

右1㊧

22

鋤

㌦

。

0

0

餌

/

㊨1左

70

錨

㌦

0

0

。

61

/

㊨ 」左

十十柵

十

 

冊
三

 

十十

十

海 狸 番 號

膣 重 (武)

結 核 菌 接 種 量(睡)

燐 脂 質 注
入 量(晒 ♪

1

ll

血

結核菌接種後生存日数

燐脂質注入後生存日数

一 髄側淋巴腺臓器牽 ＼

頬 部 淋 巴 墨

噸 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺
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顎 下 部 淋 巴 腺
一

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 柵 十 十 一 一

鎮 骨 上 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十十 一 一 一
一 一 一一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 十 一
　 一 ■

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺一 一
十 一 一 一 一 一 什 什 十 一

前 上 縦 隔 賓 淋 巴 腺 一 一 一 十 一 一 什 十 一 十
一一 一 一一

氣 管 氣 管 枝 淋 巴腺 十 十十 一 十十 一 十十 十 十十 一 一 一

_一 一 一

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十 十 一 一

腰 中 間 部 淋 巴 腺 訣 鉄 鉄 一 訣 鉄 十 訣 鉄 歓

腰 下 部 淋 巴 腺 十 一 十十 十十 一 朴 冊 十 一 一

腸 骨 淋 巴 腺

薦 骨 淋 巴 腺 一 一 十

膝 胴 撤 嚢 淋 巴 腺
一,

冊 一 柵 一 一 柵 冊1十 十 一 十

深 鼠 瞑 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 十 十十 一 一
一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一

肝 門 静 脈 淋 巴 腺
一

一一一 一
十

一 一一

一

脚

一 一

二__
一

一=… 一

一

膵 肝 門 淋 巴 腺 一 一

一 一=一 『一

一 一一 『

一総 腸 間 膜 淋 巴 腺 一

一 一 一

一

一
一 一一一一一 幽_

一一 『 一 　 一_一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一

一__二__
一

一 一=ニ ー 一

一}一

_一'一 一

『 一 一 一一 一_

一 一

-}　 一

=二-}一

後 盲 腸 部 淋 巴 腺 一 一 一
… 一一ニ ー 一

{一 一一_

一

一 一 一}

下 行 結 腸 淋 巴 腺
"'一一=

一 一
__=

__=

一

=一 一}肺 臓
　一

一

肝 臓 一=二
一 一 一 一

腎 臓 一 一 一 一

脾 臓 一 十 一 十 一

薗 接 種 部 位 朴 十十 十十 十十 十十
1

第 三節 小 括

余ハ第一實)wa-=・於 テ治療数果實験短期生存8

例、長期生存3例 、及 ビ封照實験5例 、更 二第

二實験二於 ケル治療敷果實験5例 、之ガ封照實

験5例 、合計治療敷果實験16例 、 封照實験10

例 ノ結果 テ夫々綜合比較 テ行ヘバ、帥 チ、治療

敷果實験 二於ケル海瞑 ノ禮重ハ結核菌接種後20

日乃至25日 頃 ヨリ即チ燐脂質注入後7日 乃至

10日頃 ノ期間二於 テー時的減少テ來 スモ、爾後

漸次増加 セル事 ハ余 ノ行 ヘル14例 ノ総 テニ於

テ認 メタル現象 ナリ。

燐脂質注入一ヨリ局所反慮 テ検索 スルニ多 ク1

揚合注入後1日 乃至2日 ニ シテ皮膚登赤蚊 二輕

度 ノ硬結 テ生ジ2日 乃至3日 目ヨリ該皮膚壊死

二陥 リ淡黄緑色 トナル更 二数 日テ経過セバ痂皮

ラ形成 シ後痂皮腕落 シテ潰瘍 トナル、然 レドモ

該潰瘍 ハ結核本來 ノ潰瘍 ト異 リ著 シク穿掘 セ

ズ、又著 シク、 肉芽蒼 白ナ ラズ シテ比較的容易

二癒痕 テ残 シテ治癒 シ得。

治療数果實験例 ト之ガ封照實験例 トノ肉眼的所

見ノ比較 テ行 フニ顯著ナル差異 テ認 メタルハ脾

臓三 シテ、後者二於 テハ著 シキ脾腫 テ認メ、且ツ

粗大ナル白色米粒大乃至小豆大 ノ結核結節テ認

ム レド、前者二於 テハ著 シキ脾腫 テ認 メズ、且

ツ脾臓表面 ノ軍 二粗粧 トナルノミニシテ結核結

節 テ認 ノズ。次二淋巴腺 ノ肉眼的所見 ラ検セル

ニ既二各例毎二記載 セルガ如 ク治療数果實験例

二於 テハ近接淋巴腺附近 二於 テ特 二攣1ヒテ認メ

タルニ反 シ、封照實験例 二於 テハ、 一般二廣汎

二亙 リテ侵サ レ、遠隔淋巴腺 ナル、願部淋巴腺、

耳下淋巴腺 二屡 ≧著攣 テ認 メタリ。淋巴腺 ノ肉

眼的壁1ヒバ結核菌 ノ淋巴腺内登見二先行 シテ惹
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起セル事ハ多数 ノ例 二於テ認 メタル慮 ナリ。

第一及 ピ第二治i療赦果實験、及 ビ封照實験二於

ケル淋巴腺塗抹標本 ノ鏡検成績 ラ通覧セルニ、

第一治療敷果實験 二於 テハ、皮下淋巴毛細管テ

介 シテ後肩脾骨淋巴腺 内二進入セル菌 ノ極 メテ

少量ナル事 テ知ル、然 レドモ第二實験、及 ピ封照

例二於 テノ、後肩朋骨淋巴腺内二展 ㌃菌ラ登見セ

ル事實 ニヨリ、菌接種後比較的初期二於テハ皮

下淋巴毛細管 ニヨル進行 ノ或一定期間阻止セラ

～レ・モ封照例或ハ免疫駄 ニテモ日撒 ノ経過 セル

例二於テハ容易二菌ハ淋巴毛細管 テ通過 シ、後肩

脾骨淋巴腺内二菌 ラ詮明スルニ至ル。上述 ノ如

ク燐脂質 ノ注入ニヨリ、結核罹患海猿 ノ病期テ

多少蓬延 セシメ得ル事 テ知 レリ。斯 クノ如 ク病

期 ヲ遷延セシメ得ル原因ハ自ロチ菌 ノ膿内播布二

重要ナル役 目テ演ゼル淋巴系統 ラ介 シテノ菌 ノ

進行ガ阻止セラル ・爲、臓器内二進入スベキ菌

量少量 トナリ、爲二登病ガ遷延セラル ・モノ ト

考 フ.多 撒例 二於テ淋巴腺 ノ相當腫大 セルニ拘

ラズ菌 テ登見シ得ザ リシバ即 チ、菌接種部位 二

産生 シタル毒素 ガ菌 二先行 シテ各淋巴腺 二至 リ

テ病憂 テ惹起 スルモノニ シテ、菌獲見 ト淋巴腺

ノ病攣惹起 トノ・李行 スルモノニ非ザルラ知 リ、

且 ツ毒素 ノ進行縄踏ハ又等 シク、皮下拉 二深部

淋巴系統 ラ介 シテ進行スルモ ノナル事 テ閑明

スo

第五章 脂肪ヲ以テ免疫元 トセル感染防禦實験

Boqueta.N.Negre(27)ハ 結 核菌膿 ヨ リ抽 出テ

行ヒタル諸成分 中、 「アセ トン」可溶性物質 ニハ

「アセ トン」不 可溶 性物質 二見 ルガ如 キ補膣結合

性抗元 トシテ ノ作 用、拉 二之 テ以 テ塵置 シタル

試獣二封 シ病状 テ輕快 ナラ シムルガ如 キ作用 ナ

キ事 テ確護 シ、Sabinハ 「アセ トンj可 溶物 ナル

脂肪 ニハ非特 異性結 節形 成作用 テ有 スルモ ノナ

ル事 テ述 べ、爾來類 脂肪禮 ノ免疫元性 二關 スル

研究ハ多撒行 ハ レタ リ トi誰モ、軍 二脂肪 二關 シ

テ ノミノ研究 ハ未 ダ蓼 々 タルモ ノア リ、近年箭

頭博士ガAnderson氏 法 ニ ヨ リ抽 出ラ行 ヘル諸

種 「フラクチオ ン」中、燐 脂質蝋脂質、及 ビ脂肪

二就 テ特 二 感染防禦實験 テ行 ハ レタルニ 過 ギ

ズ。余ハ先 二Anderson氏 法 ニ ヨ リ抽 出 テ行 ヘ

ル諸成分中、燐脂質 二關 スル研究 ラ完 了 セル テ

第20表

以テ、更 二本=章二於 テ結核菌禮 ヨリ抽出セル脂

肪 ノ感染防禦能力 ノ有無 二就テ検索 ラ行ヘ リ。

第 一 節 實 験 方 法

第一項 免疫元 ノ製法

先ヅ必要量 ノ脂肪 ヲ秤量 シ、之二極 ク少量 ノ「エーテ

ル」ヲ加へ充分溶解セシメタル後、0.5%ノ 「カルボー

ノレ」食盤水ヲ加へ弧ク振盈シ、一定量 ノ脂肪 ヲ含有 セ

ルが如キ準等「エムルヂオソ」ヲ作製 シ、且 ツ振盆 ヅッ

・皮下注入ヲ行ヘ リ。

第二項 「ツ」反磨検査方法及塗抹標 本

作製 法及 ビ鏡見方法

前、燐脂質實験二於テ行ヘル ト同一方法 ニヨレル ヲ

以テ、此庭二再録 ヲ避ク、塗抹標本作製法及ビ鏡見方

法二就テ。第三報第二章各部参照ノ事

實験順序及 ビ「ツ」反鷹成績表

海

猿

番

號

留

重

脂肪注入前「ッ」反慮
第脂
_肪
注同
入

第脂
_肪
一注

同入

第脂

=肪一注

同入

脂 肪 注 入 後
「ツ」反 磨 検 査

結接

核

菌種月

日

24時 間 48時 間 月

日

24時 間 48時 間

『
反

封

照
'
反

封

照

月

日

量

瑳

月

日

量

彪

月

日

量

彪
'
反

樹

照

タ

友

封円

照1日

量

瑳

28

コ

450 10月

8日一

一

一 一
1--1-

!

10月

16日
6.0 110月21日5.0

10月

26日
5.0 11月

2日
一 一 1

]二 ⊥
11月

5日
2.5

『
2.5『
2.5,

一
425-

7引330 三
一 1

==旨ニ
ー1一

,, 6.0 ,, 5.0 ,,
一 一 一 二

一
_⊥_一

一
●, 6.0 ,, 5.0 ,, 「認÷ 一 一 一 _1

,,
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90

99

405

345

一 一

一

6.0

6.0

,, 5.0 ,'

,,

5.0

5.0

,,
一 一

一

一 一

一

,,

●,

2.5

2.5一

一Lニ

ー1一

,,

,, ,, 5.q ,,
一 一

3 400 一 一 一 一
o

撫 實験

」

2.5

20 350 一 一

一 一

一 一 2.5

8 4151 一 一 2.5

2.5

2.5

43
[410

__[__L___

340

一 一 一 一

611 一 一 一 一
■

第三項 實験順序

實験開始前二豫メ「ソ」皮内反磨 ニヨリ試獣 ノ結核二

罹患セザノレ事 ヲ確認 シタル後、5日 間 ノ間隔 ヲ置キ、

第1同 、6選 、第2同 、5彪 、第3同 、5琵 …ト総計、

16彪 ノ脂肪 ヲ皮下二注入シタノレ後、6日 目二再ビ「ツ」

反雁iノ検査 ヲ行 ヒ、脂肪注入ニヨノレ「ツ」反慮陽性轄化

ノ有無 ヲ検 シ、脂肪注入後9日 目二2.5彪 ノ供試結核

菌ノ腹壁皮下接種 ヲ行 ヒ、夫 々生存生存日数 ヲ異ニシ

テ屠殺 ヲ行ヒ、剖槍所見、並二淋巴腺塗抹標本鏡槍 ヲ

行ヒ、淋巴腺内二於ケノレ菌ノ多寡 ヨリ菌ノ盟内播布状

態ヲ知t!リ 。(第20表 参照)

第 二 節 實 験 成 績

10頭 ノ海狸 テ5頭 宛 、 甲、 乙2群 二分 チ、 甲

群 テ感染防禦實験 二、乙群 テ封照實験 二使用 シ、

雨群 共 二菌接種後、9日 、12日 、15日 、17日 、

19日 ト夫 々生存 日撒 テ異;シ テ屠殺 テ行 ヒ前 記

諸 實験 二於 ケル ト同檬、淋 巴腺塗抹標本鏡検成

績 ニ ヨリ感染防禦能力 ノ有無 ラ聞 明 セ リ。

第一項 禮重 ノ攣化

脂 肪 テ免疫元 トシテ注 入 スルモ海狸 ノ膣重 ハ著

シキ影響 テ蒙 ル事 ナ シ。

第二項 脂肪 注入 ニ ヨル局所 ノ愛 化

前記 方法 ニ ヨリ0.5%石 炭 酸加生理的食盤水 一

テ「エムル ヂオ ン」トナセル脂肪 テ免疫元 トシテ

皮下 二注 入 セル海狽5例 ノ局慮攣 化 二就 テ成績

ノ縮括 テ行 ヘバ試獣個艦 ニ ヨリ反磨 出現 二遅速

ノ・認 ム レ ド、凡 ソ1乃 至2日 一 シテ皮 膚 ノ褒赤

硬 結 テ生 ジ、獲赤 ノ中央部 ハ漸次壊死 二陥 リ蒼

白淡緑色 テ呈 シ、其 周園 二於 ケル皮膚登赤強 ク、

腹壁筋 肉二癒著 ス。1:記 症状 ハ燐i脂質皮 下注入

例 二比 シ更 二炎症高度 ナルガ如 シ。壌 死 二陥 リ

タル皮膚 ハ漸次痂皮 ラ形成 セル モ、脂肪 注入後

撒 日ニ シテ該痂皮 ハ脱落 シ潰瘍 テ形成 スルニ至

ル。然 レドモ斯 クノ如 クシテ生 ジタル潰瘍ハ又

燐脂質注入ニヨリ生 ジタル潰瘍 ト同様結核性潰

瘍二見ルガ如キ特有ナル性歌 テ鋏如 シ特 二治癒

ノ速 カナルテ知 ル。'

以上 一ヨリ結核菌禮 ヨリ抽出セル脂肪 モ亦皮下

吸牧 ノ不良 ナル コトテ悶明セリ。

第三項 脂肪注入 ト「ツ」反慮 トノ關係

先 ヅ非結核獣 ヲ選 ピ、5日 間ノ間隔 テ以 テ3同 、

線量16雇 ノ脂肪 テ皮下 二注入 シタル後、6日 目

二傳研作製奮 「ツベルクリン」ノ50倍 稀繹液0.1

蝿 テ皮内二注入 シ、其反慮 テ検査 セルニ縮テ陰

性二終 レリ。即チ結核菌禮 ヨリ抽出セル脂肪 テ

以テシテハ「ツ」反慮陰性ナルテ陽性 二轄化セシ

メ得 ザル事 テ知 レリ。

第四項 脂肪 テ免疫元 トシタル場合二
ゆ

於 ケル結核菌 ノ艦 内播布状態

本章 第1節 第3項 二記載 セル實験 順序 二從 ヒ實

験 テ行 ヒ以下記載 スルガ如 キ成績 ラ得 タ リ。

第19號 例

菌接種後生存 日藪9日 、脂肪注入實騒例

第3號 例

菌接種後生存 日数9日 、i封照實験例

雨例共二菌接種部位 二小硬結 ヲ認メ、部團淋巴腺 ノ輕

度 ナル腫脹 ヲ認メタル ノミニジテ、諸臓器、蛇二淋巴

腺 二著攣 ヲ認メズ。

第28號 例、菌接種後生存 日鍛12日 、脂肪注入實験

第8號 例
　

菌接種後生存 日数12日 、封照實験

剖楡的所見ニヨリ雨者間二著憂 ヲ認メザ リキ、然 レド

モ、淋巴腺、蛇二臓器塗抹標本鏡検成績 ヲ通覧スルニ

封照實験二於テ、歯獲見淋巴腺数ノ多少多キが如キ感

アレド表二見ルガ如 ク其差異 ノ僅少ナルヲ知ル。

第74號 例
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菌接種後生存 日数15日 、脂肪注入實験

第20號 例

菌接種後生存日鍛15日 、封照實験。

雨側 ノ淋巴腺内菌播布二著ジキ差異ヲ認 メズ。

第90號 例

菌接種後生存日倣17日 、脂肪注入實験

第61號 例

菌接種後生存 日数17日 、i封照實験例

肉眼的所見、1)90號 例、菌接種部位ハ栂指頭大二腫

脹ジ、膿瘍ヲ形成 シ、該周園ハ下部組織 ト癒著ス。

肝臓表面粗楚 ニジテ所 々二鮎状赤斑 ヲ認 ム。脾臓表面

叉粗1造ニシテ粟粒大 ノ結核結節ヲ認 ム。左鎖骨上窩淋

巴腺、雨側腋窩淋巴腺、右後肩脾淋巴腺、雨側前上縦

隔窺淋巴腺ハ正常 ノ2倍 乃至4倍 大二夫 々腫脹セリ。

2)61號 例、菌接種部位二著墾ヲ認メズ。

肝臓、脾臓 ノ攣化ハ前記第90號 例b同 様ナ リ。右腋

窩淋巴腺ハ正常 ノ4倍 大二腫脹、後肩脾骨淋巴腺・・僅

カニ腫大 シ、右膝咽雛髪淋巴腺 ・・正常ノ約3倍 大二腫

脹・y、腰下部淋巴腺・・正常 ノ2倍 大二腫脹 シ、其ノー

部乾酪攣i性二昭ル。

塗抹標本鏡検成績、雨者 ノ全均淋巴腺内二於ケル 菌

ノ登見状態 ノ比較観察 ヲ行ヘルモ著シキ差異 ヲ認メ

ズ。

第99號 例

菌接種後生存 日数19H

第43號 例

菌接種後生存 日敬19日

肉眼的所見、1)99號 例、脾臓 ハ表面粗笹 ニシテ・粟

粒大 白色 ノ結核結節ヲ認ム。雨側耳下淋巴腺、及ビ右

淺頸部淋巴腺・・僅 カニ、右後肩脾骨淋巴腺ハ小指豆駄

二夫 々腫脹 シ、一部乾酪憂性 二陥 リ、叉化膿竈 ヲモ認

ム0

2)43號 例、肝臓、脾臓共二充血ス。右後肩脾骨淋巴

腺ハ示指頭大二腫脹 シ、乾酪攣性ヲ呈 シ、一部分 二化

膿竈 ヲ認 ム。左後肩脾骨淋巴腺・・2倍 大二腫脹セル/

ミニテ著攣ナシ、右腰下部淋巴腺小豆大二腫脹ス。膝

騒國雛壁淋巴腺ノ・碗豆大二腫大シ内部二濃厚ナル膿 ヲ

有ス。肝門静脈淋巴腺 ・・小豆大ニシテ著 シ〃強固ナ

リ。

塗抹標本鏡検成績、雨例二於テ淋巴系統 ニヨル薗 ノ

播布状態ヲ検 セルニ著シキ差異 ヲ認メザリキ。

第21表 脂肪注入感染防禦實験

海 瞑 番 號

髄 重

結 核 菌 接 種 量(彪)

脂 肪 注
入 量 彪

1

∬

皿

結核菌接種後生存日数

脂肪注入完了後生存日数

盟側淋
巴腺臓器名
頬 部 淋 巴 腺

噸 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺

顎 下 部 淋 巴 腺

淺 在 頸 部 淋 巴 腺

深 頸 部 淋 巴 腺

腋 窩 淋 巴 腺

鎖 骨 上 窩 淋 巴 腺

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺

前 上 縦 隔 竃淋 巴 腺

19

425

2.5

6.0

5.0

5.0

9

18

右1左

28

450

2.5

6.0

5.0

5.0

12

21

右1左

十

什
耳

74

330

5
　
2

0
●
6

0●5

0
●
5

51

24

右i左

十

一
二

十

一十

一柵

十

十十

右

十

一
柵

柵

一什

90

405

5
●
2

0●6

0
●
5

0●5

71

26

左

十

量

+
喜

右

十

量

世

冊

99

345

。
5

』

。
0

』

19

2

6

一5

5

28

左

十

十
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●

冊冊柵柵十什

十

鉄鉄鉄訣鉄鉄鉄鉄鉄

十十帯柵

氣 管 氣 管 枝 淋 巴腺

腎 臓 部 淋 巴 腺

腰 中 間 部 淋 巴 腺

腰 下 部 淋 巴 腺

鉄鉄訣鉄鉄鉄腺巴淋骨腸
十十

柵冊十柵柵柵

冊十十

 

十

一
=

柵

一

十

_」=

 

一

柵十十

 

帯

十一

十

一

一

一

十

=

=

二

一

一

一

帯

十

薦 骨 淋 巴 腺

膝 腫 雛 髪 淋 巴 腺

深 鼠 瞑 淋 巴 腺

膝 腫 窩 淋 巴 腺

幽 門 部 淋 巴 腺

肝 門 部 淋 巴 腺

膵 肝 門 部 淋 巴 腺

総 腸 間 膜 淋 巴 腺

廻 盲 部 淋 巴 腺

後 盲 腸 部 淋 巴 腺

下 行 結 腸 淋 巴 腺

肺 臓

臓肝

臓腎

臓脾

冊柵柵冊

 

位部

 

種接菌

第22表 脂肪注入感染防禦封照實験

海6冥 番 號 3
」

8 20 61 43

髄 重 400 415 350 340 410

結 核 菌 接 種 量(竈) 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5
一

脂 肪 注
入 量 睡

1 0 0 0 0 0

皿 0 0 0 0 0

皿 0 0 0 0 0

結核菌接種後生存日数
㎝ 『 一}一 一r-一 一　 一 一 一 一 一一-

脂肪注入完了後生存日籔
一 一

9 12 15 17 19

/ /

下
/ / /

　 　 一』 一

骸側
淋巴腺臓器名 司 左 右1左 右 佐 司 左
頬 部 淋 巴 腺

一 一r

一噸 部.淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一 一

顎 下 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 什 一 一 一 一 十

淺 在 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 什 十 十 十 十 什 一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 卦 十 一 一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 十 一 十

壬 一
一 一

鎮 骨 上 窩 淋 巴 腺 一 一 甘 朴 一 一 甘 一 十十

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺 一 一 十 一 十 一 柵 十 柵 一

前 上 縦 隔 蜜 淋 巴腺 冊 柵 什 什 柵 什 十 十 十 十

氣 管 氣 管 枝 淋 巴腺 一 十 柵 柵 督 朴 十 十十

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 什 什 一 一 十
膨
_ 十十 一
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腰 中 間 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一1飲 鉄 飲 鉄

腰 下 部 淋 巴 腺 十 一 柵 一 帯 十 十十 一 什 一

腸 骨1淋 巴 腺 鉄 歓 訣 訣 鉄 飲 鉄 鉄 飲 飲

薦 骨 淋 巴 腺 什 一 十 一 十

膝 団 雛 襲 淋 巴 腺 冊 一 柵 柵 冊 十 柵 十 冊 柵

深 鼠 瞑 淋 巴 腺 一 一 十十 一 十十 一 十 一 一 一

膝 畷 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一

二 ■_二 二__=_
一 一

一

幽 門 部 淋 巴 腺 二_
十

二__

柵

E

-1-
}

■一

肝 門 部 淋 巴 腺 什 柵 十

膵 肝 門 部 淋 巴 腺
}

一 一

一

十 一 一

総 腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一
二__

一

一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一

一
_一 一一 一 一一:

十1
一一一=　 一

… 一 一=　 　,

_____一 一.一

十

一

一

後 盲 腸 部 淋 巴 腺
一 一
一

一 =

1
.一二__

L一 土_
一

下 行 結 腸 淋 巴 腺 一 一 一

肺 臓 一 一 一

1,}『 一一一 一,

一

肝 臓 一
._一 二

一
1

一 一

二= 十

腎 臓
ニ ー__
一

一
一=一'

一

脾 臓
一,一 曹 一r曹 一一 一 一 一

十 一 一

菌 接 種 部 位 冊
一

柵 冊 柵 柵

第三節 小 括

結核菌膣 ヨリ抽出セル脂肪テ免疫元 トシテ注入

セル5頭 ノ感染防禦實験、及 ビ之ガ封稻實験5

例二就テ、肉眼的、及 ビ塗抹標本鏡検成績 ノ比

較ラ行 フニ海狽 ノー般歌態二異常ナク特二、艦

重ノ著 シキ檜減 テ認 メザリキ。脂肪注入部位二

於テハ燐脂質 二於 ケル局庭反慮 ト同檬注入後1

日乃至2日 ニシテ皮膚 ノ嚢赤 テ生ジ時ニハ該部

二硬結サへ認 ムル事 アリ。1日 乃至2日 ノ後 二

該炎症皮膚中央部壌死 二陥 リ淡黄緑色 トナリ周

園ニ ノミ皮膚登赤 テ残 ス。更二数 日一 シテ痂皮

テ形成 シ黒褐色 トナリ。後 二痂皮脱落 シテ潰瘍

テ形成 スル ト錐 モ該潰瘍 ハ結核性潰瘍 ト異 リ比

較的速 カニ治癒 ス。次 二淋巴系統 内二於ケル菌

ノ播布歌態 テ検査 セルニ脂肪注入例、及 ビ封照

實験例 二於 テ共二菌登見淋巴腺撒、及 ビ淋巴腺

内菌量等 二著 シキ差異 テ認 メ得ザ リキ、以上ニ

ヨリ脂肪ニハ結核感染防禦能力ナク從 ツテ免疫

元 トシテ ノ作用 テ鋏如 セル事 テ悶明セリ。

第六章 蝋脂質ヲ以テ見疫元 トセル感染防禦實験

結核 菌膿成分 ノ兎疫學的研究 ハ多撒行 ハ レタ リ

ト錐 モ未 グ各種菌禮成分 二就 テ ノ詳細 ガ閲 明 シ

得 タ リト言 フ事 テ得ズ。特 二蝋脂質 ハ結核菌 ノ

禮 内吸牧 テ不良 ナ ラシムル物質 ニ シテ、 凡 ソ免

疫性附與 二當 リテハ本物質 ノ除去必要 ナ リ トノ

考ヘ ノ下 二脱脂法 ガ行 ハル ・二至 レリ。帥 チ、

Koch(28)ハ 強 盤酸 テ用 ヒ、Hammerschlag(29),u.

Terebensky(30)ハ10%苛 性 加里 テ用 ヒ、Isaboli-

nsky,Gitowitsch(31)ハ 「アルカ リ」テ 使用 シ、

Moussuu.Goupil(32',Frank,A.,McJunkin

(33)等ハ酸類 テ用 ヒ、更 二Aronson岡,Uhlenhut

u.Jotten(35),Wasserman(36)其 他 多数 ノ學 者 ハ

脂肪溶解剤 テ用 ヒ、叉種 々ナル混 合藥 品 ラ慮用

セルモ ノーBergell(37),Fiessiuger等 ガ アリ。

又渡邊氏 ハ結核菌 二抗酸性 テ有 スルハ蝋 脂質 ニ

ヨルモ ノナ リ ト述 べ、其他 ノ多数 ノ學者 ニ ヨリ

抗酸性脆却 ノ研究盛 二行 ハ レ、有馬、太縄 、青

山㈹氏等 ノ「サボ ー ン」加培養 ニ ヨ リ其 目的 テ達

セ ン トセ リ。又化學作用 ラ用 ヒテ其 目的 テ達 セ

ン トシタル者 二Henri,Cernovodeann(39)等 ア
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リ、以上列記 セル以外、 未ダ多敷 ノ脱脂 法行 ハ

レ、 是等文獣 ハ實 二机 上山 テナ ス有檬 ニ シテ、

蝋 脂質除去 ニ ヨ リ抗酸性腕却 二成功 シ優 良 ナル

免 疫元 テ得 タ リ ト述 ブル者 多撒 ア リ。斯 ク ノ如

ク不用物 トシテ ノ蝋 脂質 ノ研究 ハ盛 二行 ハ レタ
'
リ ト錐 モ、 本物質 ノ性状 二關 スル研究 ハ顧 ミラ

ル ・事 ナ ク、 即 チSabinガ 本物質 ・・非特異 性結

節形成作 用 テ有 スルモ ノナル事 ラ礎表 シ、最近

箭頭 博士 ニ ヨ リ感染防 止 ノ意味 二於 ケル免疫元

性 ノ存在 セザル テ報 告 セル ニ過 ギズ。

余 ハ先 一Andersonノ 方 法 ニ ヨリ抽 出 シ得 タ

ル2乃 至3成 分 二就 テ感 染防禦能 力 ノ有無 テ悶

明 セル テ以 テ、 更 二木章 二於 テ淋 巴腺塗抹標 本

鏡 検方 法 テ慮 用 シ、蝋 脂質 ガ冤疫元 トシテ感染

防禦能力 テ有 スルヤ否 ヤ ラ検索 セ リ。

第 一 節 實 験 方 法

第一項 免疫元 トシテ ノ使 用法

燐脂質、脂肪二於テ・・、「エーテル」溶解後、0.5r'e石

炭 酸加食璽水 ノ混合ニヨリ「エムルヂ才ノ」トナシ得

タリ。然 レドモ蝋脂質ハ上記方法ヲ以テ「エムルヂオ

ソ」トナス事 ヲ得ズ、從ツテ箭頭博士 ハ之が注入二當

リ次 ノ如キ方法 ヲ使用セリ、帥チ、「〃口ロフオルム」

二蝋脂質 ヲ溶解セシメ之 二1エーテル、ア7Vコ ホール」

等分液 ヲ少量加ヘタル後、60度 内外 ノ微温湯中ニテ

急速二〇.5%石 炭酸加生理的食蝋水 ヲ加へ亭等 「エム

ルヂ才ソ」ヲ作製 シテ使用 セリト報告ス、 余モ亦同一

方法 ヲ使用 ジタ レド蝋脂質 ノZF等 「エムルヂ1一ソ」ヲ

作製 シ得ズ且 ツ蝋脂質ノ注射筒内壁二附著ジー・定量

ノ注入不能 ナルヲ知 リタルニヨリ次 ノ如キ方法 ヲ施

行七リ。先ヅー頭 ノ海瞑 二使用スベキ量ノ蝋脂質 ヲ秤

量 シ、海6冥ノ側腹壁二約3mmノ 小皮膚切開ヲ加へ、

之 ヨリ夏二側腹壁皮下二向ツテ衣嚢 ヲ作 リ、コノ中二

蝋脂質個盤 ヲソノ儘拓入シタル爲、皮膚 ヲー針縫合ヲ

行 ヒ卸チ蝋脂質 ノ皮下描入法ヲ行ヘ リ。

第二項 「ツベ ル クリ ン」反 慮検査 法

第3章 燐脂質注入實験、第4節 二述べμル ト同一方法

;ヨ レルヲ以テ再録 ヲ避〃。

第三項 實験順 序

實験開始 二先立チ8頭 ノ海狸 二於テ 「ツ」皮内反慮 ノ

検査 ヲ行 ヒ、非結核獣ナル事 ヲ確 カズタル後、4頭 二

夫々、3日 ノ間隔 ヲ以テ、第1同5珀e、 第2回5選 、

第3回6種 ト総計16i睡 ノ蝋脂質 ノ描入ヲ行 ヒ、完了

後7日 目二再ビ「ツ」皮内反庶 ノ楡査 ヲ行ヒ、蝋脂質二

「ツ」上皮内反慮陽性轄化能力 ノ有無二就 テ検査 ヲ行

ヘリ。更二2日 後即チ蝋脂質揺入完了後9H目 二、樹

照例ナル残 ノ4頭 ト共二、供試結核菌 ノ2.5彪 ヲ側腹

壁皮下二接種 ヲ行七タル 後雨實験例 ト共二夫々生存

日数 ヲ異ニジテ屠殺 ヲ行ヒ淋巴腺塗抹標本 ヲ作製 シ

1チ ールネルゼソ」染色 ヲ施 シタル後鏡検ヲ行ヒ
、淋巴

腺内結核菌 ノ多寡 ヨリ感染防禦能力 ノ有無 ヲ關明セ

リ。(實 験 方法詳細、第三報第二章参照)

第 二節 實 験 成 績

上記方法二從 ヒ、蝋脂質 ノ抽入、及ビ結核菌 ノ接種ヲ行

ヒタル後、5日 、7日 、10日 、13日b生 存 日数 ヲ異ニ

シテ屠殺 セル4例 二就 テ、淋巴腺内、並二臓器内結核菌

ノ播布状 ヲ通覧シ、以テ封照實験 トノ比較 ヲ行ヘ リ。

第一一項 禮重 ノ痩 化

蝋脂質描入 ニヨリ海猿腱重 二多少 ノ塘減 ヲ見タリト

錐モ著キジ影響 ヲ蒙ル事ナシ、從ツテ蝋脂質ノ・海猿 ノ

ー般状態 二障碍ヲ來スが如キ性質ナキモ ノト考フ。

第二項 蝋脂質注 入 一 ヨル局所 ノ愛化

i頭 ノ海瞑 二夫 々3同 蠣脂質 ノ括入ヲ行ヘル、即チ12

同 ノ描入ニヨル局所 ノ成績 ヲ総括ジテ按ズルニ、括入

後1日 乃至2日 ニシテ局塵 二弾力性硬結 ヲ生 ジ輕度

ノ皮膚登赤 ヲ見ルニ至ルモ、該硬結ノ・漸次軟化 ジ膿性

波動 ヲ呈スルニ至ル然 レドモ潰瘍 ヲ形成スル事ナク、

鍛日ニシテ全ク吸牧セラレタリ。

第三項 蝋 脂質注 入 ト「ツ」反/藤 トノ關係

實験前「ツ」ノ皮内反慮陰性 ナリシ試獣4頭 二3圓 ノ

間隔 ヲ以テ3同 総量16竈 ノ蝋脂質 ノ播入完了後、7

日目二傳研作製「ツ」10倍 稀繹液 ノ0.1蝿 ヲ皮内二接

種 ヲ行 ヒタルニ24時 間二於テ可成 ノ獲赤ヲ認メタv

ド48時 間 二至 リ登赤著ジク減退セルヲ知 レリ、即チ

蝋脂質中ニハ「ツ」反慮ヲ陽性二縛化 セヅムベキ作用

ナキ事 ヲ聞明セリ。

第四項 蝋脂質 テ免疫元 トシタル場合

二於 ケル結核菌 ノ農 内播布状態

第52號 例

菌接種後生存日倣5日 、蝋脂質注入箕験例

第86號 例

菌接種後生存 日数、封照實験例
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肉眼的所見、菌接種部位 ノ僅 カニ隆起セル 以外 二認

ムベキ憂化ナジ。

塗抹標本鏡検成績。蠣脂質注入實験例 二於テノ・膝腰

霰嚢淋巴腺、 深鼠瞑淋巴腺、 右腰下部淋巴腺 内二菌

ヲ讃明シ得タノレ事實ヨリ、接種セラレタル菌・・主 トシ

テ深部淋巴系統内二進行シツ}ア ノレ事ヲ知 レリ。之 ガ

封照實験86號 例二於テハ膝脳雛嚢淋巴腺中二菌 ヲ謹

明ジ得ザリジハ菌量 ノ著ジ〃少量ナル爲ニシテ、腰下

部淋巴腺、及ピ後肩脾骨淋巴腺内二少量 ノ菌 ヲ謹明シ
　

得タル事 ヨリ、接種セラレタノレ菌ハ極メテ少量宛深部

淋巴系統内及ピ皮下淋巴毛細管中一進入 シツ・アル

モノニジテ、52號 及 ビ81號 ノ雨者二於テ菌ノ播布状

態二大差ナキ事 ヲ知ル。

第60號 例

菌接種後生存 日鍛10日 、蝋脂質注入實験

第96號 例

菌接種後生存 日数10日 、野照例

肉眼的所見

1)60號 、皮下 二包嚢セラVtPt7v膿 瘍 ノ形成アリ多

量ノ膿 ヲ貯蓄ス、右膝腫雛 菱淋巴腺・・正常 ノ約2倍 大

一、右腰下部淋巴腺・・僅 カニ腫大セノレノミ。

2)96號 、皮下二小膿瘍 ノ形成ヲ見ノレ。

雨側腎臓部淋巴腺腫大ジ、叉右前上縦隔賓淋巴腺僅 カ

ニ腫大ス。

塗抹標本鏡検成績。本2例 ノ成績 ノ比較 ヲ行フニi封

照實験例二於テ著 ジ〃、廣汎 二菌 ノ播布 セラル ・ヲ知

ル㌔

第93號 例

菌接種後生存 日敬13日 、蝋脂質注入

第50號 例

菌接種後生存 日数13日 、封照實験例

肉眼的所見

1)第93號 例、菌接種部位結締織ニテ包嚢セラレ内

部二多量 ノ膿 ヲ有ス、右膝脳雛 菱淋巴腺・・小豆大二、

右後肩脾骨淋巴腺 ・・扁ZFニ シテ小豆大二、右薦骨淋巴

腺・・「レソズ」大二夫 々腫脹セリ。

2)第50號 例、菌接種部位 二小指頭大 ノ膿瘍アリ・

周園二著 シキ硬結 ヲ認 ム、右腰下部淋巴腺 ・・小豆大

二、右腎臓部淋巴腺・・扁ZFニ シテ小豆大 二、雨側噸部

淋巴腺ハ約1倍 牛二夫 々腫大 セルヲ認 ム。

塗抹標本鏡楡成績。蝋脂質注入例 ノ・樹照實験例二比

ジ菌 ノ播布多量ナノレが如 シ。

第 三 節 小 括

蝋脂質播 入實験4例 、及 ビ封照實験4例 ノ結果

テ綜 合比較 シ、以 テ本實験 ニ ヨル成績 テ按 ズル

ニ、海狼 ノ禮 重 ハ蝋 脂質 ノ描入 ニヨ リ著 シク影

響 サル ・事 ナ ク、潰瘍 ノ形成 テ見 ズ、又蝋 脂質

ニハ「ツ」反慮 テ陽性 二轄化 セシムベ キ性質 テ訣

如 ス。蝋脂質 テ免疫元 トシデ播 入 セル海狽 二於

テモ亦封照海猿實験 二於 テモ、結核 菌 ノ淋 巴系

統 ニ ヨル播布状態 二大差 ナキ事 テ知 リ、 即 チ蝋

脂質 ニハ結核菌 二封 スル感染 防禦能力 ナキ事 チ

閑 明 セ リ。

第23表 蝋脂質ニヨノレ感染防禦實験順序及「ツ」反慮成績

海

猿

番

號

髄

重

弐
)

實 験 前
「ツ」反慮

第一同蠣
脂質注入

第二同蝋
脂質注入

第三回蝋
脂質注入

蝋脂質注入後「ツ」反慮検査

結 核 菌
接 種

月

日

24時 間 48時 間

月 日
48時

間
月 日量瑳月 日量晒月 日量竈 「ツ」反 封照 「ツ」反 封照月 日量睡

52
-

36

450
'11皿

一 2!1 5.〇-
5.〇

-

5.0
-

5.0

51E 5.0 81∬ 6.0 15伍 0・5×0・41一 0。4xO.3 一 17/n 2.5

孫5

可5

廓5

385 ,,
一

二
,, ,, 5.0 ,, 6.0 ●, 1・Ox1・2ト 0.4×0.4 一

,,

旦 465-

470

,, ,, ,, 5.0 ,, 6.0 ,, o潟 ×"31一 0.2xO.2 一
,,

93 ,,
一

,, ,, 5.0 b, 6.0 ,, 0.5×0.4ト ー 10.4×0.4
一

,,

吾6 4351 ,,
一 Ol 0 』

0-

』
0

封 照 實 験

,1

,, 2.5

垂
2.5

-

12.5

至
旦
50

455 ,,
一 0 0 ,,

425 ,,
一 0 0 ,,

405 ,,
一 0 0 ,●
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第24表 蝋脂質注入感染防禦實験

海 猿 番 號 52 36

ig6_
1465
1

12'5●

93
『

髄 重 450 385 470

結 核 菌 接 種 量(彪) 2.5 2.5 2.5

蝋脂 質 注
入 量(彪)

1 5.0 5,015.0 5.0

∬ 5.0 5,015.0 5.0

皿 6.0 6.0 16 .0
一

6.0

結核菌接種後生存日籔 5 7 10
∂
13

蝋脂質注入完了後生存日撒 14 16 19 22

● 盟側

淋巴腺臓器名 ㊨1左 ㊨1左 ㊨1左

頬 部 淋 巴 腺

噸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

顎 下 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一
一

一 一 朴

淺 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 什 一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十 一

鎖 骨 上 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 十

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 十

前 上 縦 隔 蜜淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 一 一

氣 管 氣 管 枝 淋 巴腺 一 一 一 一 一 一 什 十

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

腰 中 間 部 淋 巴 腺 訣 鉄 鉄 鉄 鉄 鉄 鉄 訣

腰 下 部 淋 巴 腺 什 一 十十 一 十 一 柵 一

腸 骨 淋 巴 腺 鉄 鉄 訣 鉄 鉄 鉄 鉄 鉄

薦 骨 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一
十十.

膝 腫 雛 髪 淋 巴 腺 朴 一 十 一 柵 一 柵 一

深 鼠 齪 淋 巴 腺 十 一 訣 訣 一 一 一 一

膝 咽 窩 淋 巴 腺 一 一 一1一 一 一 一 一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一
一 一__

一 訣
肝 門 部 淋 巴 腺

一
一

一 一一
一 一 柵

膵 肝 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一

総 腸 間 膜 淋 巴 腺 一 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一
一 一 　一 一一

一 一
一

後 盲 腸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一

下 行 結 腸 淋 巴 腺
=__一_
一

一 一 一

肺 臓 一 一 一

肝 臓 一 一 一 一

腎 臓 一 一
___.=

一 一 一

一

脾 臓
　 一 一 一

菌 接 種 部 位

一 一 一 十

十什十什 柵柵 柵 冊1
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第25表 腰脂質注入感染防禦封照實験

海 狸 番 號 86 45 60 50

盟 重
一}一}

435 455 425 405
一一

結 核 菌 接 種 量 2.5 2.5 2.5 2.5

臓脂 質注
入 量(彪)

1 0 0 0 0

π 0 0 0 0

皿 0 0 0 0

結核菌接種後生存日数 5 7 10 13

臓脂質注入完了後生存日籔 / / / ./

髄側
淋巴腺臓器名 ㊨1左 ㊨1左 ㊨1左 ㊨1左

頬 部 淋 巴 腺 9 1

噸 部 淋 巴 腺 一 十 一 一 一 一 一 一

顎 下 部 淋 巴 腺

耳 下 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

淺 在 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十 一

深 頸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

腋 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

鎮 骨 上 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

後 肩 脾 骨 淋 巴 腺 十 一 一 一 職 ♪ 一 一 一 十 一

前 上 維 隔 蜜 淋 巴腺 一 一 十 一 一 一 一 一

氣 管 氣 管 枝 淋 巴腺 一 一 一 一 什 一 十 一

腎 臓 部 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 十 十

腰 中 間 部 淋 巴 腺 訣 錬 訣 鉄 鉄 嵌 訣 鉄
腰 下 部 淋 巴 腺 十 一 什 一 朴 一 柵 一

腸 骨 淋 巴 腺 鉄 鉄 鉄 鉄 訣 訣 鉄 鉄
薦 骨 淋 巴 腺 一 鉄 訣 一 ・ 訣 訣
膝 腫 雛 髪 淋 巴 腺 一 一 一 一 帯 一 一 帯 一

深 鼠 題 淋 巴 腺 一 一 一 一 十 一 ●■口■■ ・ 一

膝 脳 窩 淋 巴 腺 一 一 一 一 一 一 一 一

下 行 結 腸 淋 巴 腺 一 一 一 一

幽 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一

肝 門 部 淋 巴 腺 一 一 珊 柵
膵 肝 門 部 淋 巴 腺 一 一 一 一

線 腸 間 膜 淋 巴 腺
_-r一

一 一 一 一

廻 盲 部 淋 巴 腺 一 一 一
一一一

一

後 盲 腸 部 淋 巴 腺 一 一 一 一

肺 臓 一 一 一
__二_

二___
一

肝 臓 一 一 一

腎 臓 一 一 '_

脾 臓 一
-

一 一 一

L菌 接 種 部 位 十H柵 十十十柵 十十十十十十 冊

'
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第七章 総括拉二考按

余ハ第三報二於テ全身淋巴腺、蛇 二4圭 要臓器

ノ塗抹標本鏡検方法ニヨリ、結核菌 ノ淋巴系統

ニヨル禮 内播布状態 ノ詳細 テ間明 シ得 タルニヨ

リ本方法 ラ慮用 シ、Anderson氏 法 ニヨリ抽出

シ得 タル各種結核菌膿成分ニヨリ免疫 セラレタ

ル海狸 ノ禮内二於ケル結核菌 ノ播布状態 テ知

リ、之 ニヨリ見疫元性 ノ有無テ悶明 シ得 タルニ

ヨリ弦 二線括考按 ラ行ハ ントス。

結核菌膿諸成分 ノ抽出方二多少 ノ相違ハアレド

先 ヅAnderson氏 ノ方法 二微 ヒ、4%「 グリセ

リンブイヨン」培地内二大量培養テ行 ヒテ得 タ

ル結核菌膿 ヨリ「エーテル」可溶性物質 卜「エー

テル」不可溶性物質 トテ抽出 シ、後者 二「グロロ

ホルム」ヲ加 へ蝋脂質 テ得。前者 ノ蒸鰹水テ加ヘ

テ水』可溶性 ナル物質 ノ絡 テテ移行セシメ水可

溶性物質 テ除去 シタル。純 「エーテル」可溶性物

質二「アセ トン」テ加へ 「エーテル」可溶 「アセ ト

ン」不溶性物質、及 ピ「エーテル、アセ トン」可溶

性物質 トノ2成 分 テ分離 シ、前者 ヨリ蝋脂質 テ

後者ヨリ脂肪 テ抽出 シ得 タリ。斯 クノ如 クシテ

得 タル結核菌禮成分中先 ヅ蝋脂質 二就キ22頭

ノ海猿 テ使用 シ、感染防禦實験 テ行ヘ リ。其結

果 テ略記ス レバ即チ、蝋脂質注入ニヨリ局庭 二

痂皮硬結 テ、或ハ潰瘍 テ形成 シ可成 ノ毒性 テ有

スル事テ知 レリ。然 レドモ第2表 二示セルガ如

ク蝋脂質注入一ヨリ盟重 ノ著 シキ減少テ來 ス事

ナク、即チ蝋脂質ハ吸牧不良ナル爲局庭 二貯留

シテ上記 ノ如キ局虜反慮 テ呈スル ト錐モ、一般

状態 二著 シキ影響 テ蒙 ラザル事テ間明 セリ。

次 二蝋脂質注入海猿拉二封照海狸二就テ、肺臓、

肝臓、腎臓、脾臓 ノ4圭 要臓器 ノ剖検的比較 テ

行ヘルニー一般 二前者二於 ケル病攣輕度ニシテ、

特 二脾臓 二於 テハ著明ナリ。脾臓 ノ大 イサ尋常

ニテモ表面粗槌、脆弱 ナルニ反 シ、後者二於テ

ハ2倍 乃至6倍 大 二腫大 シ、表面粗槌 ニシテ粟

粒乃至小豆大 ノ灰白色結核結節 テ認 メ、時二集

合性結節 テ形成 ス。更 二淋巴系統 ニヨル菌 ノ膿

内播布状態 ノ観察 テ行ヘルニ既述 ノ如 ク、免疫

獣二於 ケル播布 ノ著 シク遅延セラル ・テ知レ

リ。上記 ノ如 ク発疫獣 二於テ臓器 ノ攣化輕度ナ

ル事、及 ピ淋巴腺内菌播布 ノ遅延 セラル ・事 ト

ハ相關連 シ興味 アル問題 ナリト考 フ。結核菌ノ

膣内播布 ハ宮木㈹、加藤ゆ、大 串㈹、清水御等

一アレバ 血管系統 ニヨルガ 如クニ述 ベラルレ

ド、余 ノ實験成績 ヨリ按ズルニ、其大部分ノ菌

ハ淋巴系統 ニヨリ、極メテ少部分 ガ直チニ血流

中二進入 シ播布 セラル ・モ ノト考 フ.鉱 二於テ

吾々ガ免疫 ノ本態、或ハ豫防、治療 ノ敷果 テ論

ゼ ント欲 スルナラバ宜敷経淋巴系統、拉 二血管

系統 ノ雨方面 ヨリ行ハル ・菌播布歌態 ノ詳細ナ

ル研究 テ行 ハザルベカラズ、 從 ツテ余 ノ實験

成績二就テ上記二経路 ニヨル播布歌態 テ按ズル

ニ、封照實験 二於 テハ接種 セラレタル菌 ノ血行、

或ハ淋巴系統ニヨル榴布 ハ何等阻止セラル ・事

ナキテ知ルモ、之二反 シ蝋脂質 テ注入セル帥チ、

免疫海狸二於テハ血管 内二進 入シタル菌ハ封照

ト同様前進 スル ト錐モ淋巴系統 内二進入シタル

菌 ノ前進 ハ各例毎二記載 セルガ如 ク著 シク少量

一シテ播布 ノ逞延 セラル ・事 テ知 ル。斯 クノ如

ク血流及 ビ淋巴系統ニヨリ菌 ノ運搬 セラル・一

當 リ其主幹 タル淋巴流 ニヨル菌 ノ移動阻止セラ

ル ・時ハ血流中 ノ菌量 ノ減少テ來 ス、從 ツテ臓

器内進入菌量 モ少量 トナ リ病攣惹起時 日ノ遷延

セラル ・ハ勿論 ナリ。

斯 クノ如ク淋巴系統 ニヨル結核菌 ノ播布逞延現

象テ以テ之ガ菌消滅現象ナルヤ、A.KKrause

㈱氏 ノ述 プルガ如 ク菌 テ接種局所 二固定スルモ

ノナルヤニ關 シテハ直チニ噺定 スル事 テ得ザレ

ドモ、結核褒病 ノ最大原因 トモ言 フベキ結核菌

ノ燈内播布ガ阻止サル ・事ハ、感染防禦 ノ最大

要約 ト言ハザルベカラズ。

更二余 ノ行ヘル實験 ノ結果 ハ軍二前記菌 ノ禮内

播布逞速 ノミニ止マラズ、上述播布遅延現象ガ

「ツベルクリン、 アネルギー」ノ欺態 ノ下二起 リ
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タル事ハ實 二興 味 アル問題 ニ シテ、 コノ事 二關

シテハ戸 田教授、箭頭博 士ガ四肢皮 内反慮實験

テ慮用 シテ得 ラ レタル成績 ト同・一結 果 テ得 タル

モ1ナ リ。

弦二余 ハ「ア レル ギー」即 チ結核免疫 ナ リ ト圭張

セルHamburger鰍 又 「ツベ ル クリン」感性 ハ結

核免疫 ト密接 ナル關係 アリ ト述 プルSelter㈹ 、

過敏性 ト、抵抗 力 トハ準行 シテ進行 スル ト述 プ

ルG.Schroder㈹ 其 他 多撒 ノ「ア レルギス ト」ノ

述 プル ガ如 ク結核発疫 ハ過敏 性 テ件侶 トシテ之

ヲ目標 二實行 スベ キモ ノナ リヤ、叉Kraemer

㈹,且ayek㈹,G.Liebermeister(50)等 ノ「アネル

ギス ト」ガ述 プル ガ如 ク、「ツ」二封 シ無反磨 二至

リテ始 メテ「ツベル ク リン」療法 ノ目的 テ達 セラ

レタ ト言 フ「ツベル ク リン」無反磨 テ目標 トスベ

キモ ノナ リヤ、極 メテ興 味深 キ問題 ナ リ。

從來結核発疫 ハ「ツベル ク リン」過敏 性 トノ關係

二關 シテハ多数 ノ報告 ア リ ト難 モ其 中 ノ2乃 至

3テ 引用 セバPirquetハ124名 ノ小 見 二、 「ツ

ベル クリン」皮 内反慮 テ検 シソノ中4名 一ハ 輕

度 ノ結核 二罹 患 シ乍 ラ「ツ」皮 内反慮陰性 ナ リキ

ト・又福原c51)氏ハ多i教 ノ結核 海猿 中6頭 二 「ツ」

無反癒 テ認 メ、叉W.Neumann(42)ノ ・初期肋膜

炎時二「ツ」反慮陽性 ナルニ極期乃至吸牧期 ニハ

「ツ」反慮陰性 ナ リキ ト述 プ
、又結核再感染 二於

テ抑歴免疫 ナルモ ノガMorgenrot・(53)ニ ョ リ提

唱 セラレ、Morgenrotu.LAbraham{54)及 ビ

渡邊氏 ニ ヨリ實験 セラ レ 「ッベル ク リンアネル

ギー」出現 二先 ンジテ免疫 ハ 登 生 スル モ ノ・如

ク考 ヘ ラル、又 且.S.Willis(55)ハ 「ア レノレギー」

ナルモノハ免疫 ノー作用 二過 ギズ ト述 プ、余 モ

亦12例 ノ「ツ」無反慮 海猿 二於 テ 著明 ナル 菌 ノ

播布遅延現象 ラ認 メタ リ。

弦 二於 テ余 ハ過敏症 ナルモ ノガ「アネルギス ト」

イ述 プルガ 如 ク、 「ツ」無反慮 一 至 リテ始 メテ

「ツ」療法 ノ目的 ガ達 セラ レタ リ トノ ミ言 フ事 テ

得 ズ・然 レ ドモ亦 「アレルギ ス ト」ノ読 二勿論賛

威 シ得ザル モ ノニ シテBr.卑ange〔s6>,戸 田教授

ゆ)ノ述 ブルガ如 ク「ア レル ギー」ナ クシテモ免疫

ノ存在 シ得ル ト言 フ読 二質成 シ、「アレルギー」

ト結核免疫 トハ不可分 ノモノニ非ザルモ ノト信

ズ。

更二余ハ、第4章 二記 セル治療敷果實験成績 テ

絃括 シ次 ノ如キ結論 テ得 タリ、即 チ菌及 ピ燐脂

質注入一定時期 二禮重 ノー時的減少 テ來 ス ト難i

モ其後漸次増加 シ,死 期 ノ近ヅクニ從 ヒ再 ビ盟

重 ノ減少 スルテ知ル。本實験 二於テハ淋巴系統

ニヨル菌 ノ播布遅延現象ハ感染防禦實験 ノ如ク

明瞭ナラザ レド多少播布遅延 ノ傾向テ有 シ、全

艦 トシテ病期 テ遷延 セシメ得ル事ハ明ニシテ、'

内臓諸臓器特 二脾臓 ノ病攣 ノ封照例二比 シ輕度

ナル事 テ知ル。

斯 クノ如 ク治療致果實験 二於 テモ亦病期 ラ遷延

セシメ得ル原因ハ、前感染防禦實験 二於 テ述 ベ

タル ト同一結果 ニヨルモ ノニシテ再述 テ避 ク。

次 二結核菌禮 ヨリ抽出ラ行 ヒタル、脂肪、蝋 二

就 テ同一實験方法 ノ下二感染防禦實験 テ行 ヒタ

ルニ其績果、是等諸成分中ニハ「ツ」皮内反慮陽

性轄化能力ナク、且 ツ結核菌 ノ艦 内播布テ遅延

セシムル、即チ感染防禦能力ナキ事 ラ聞明セリ。

以上ニヨリ結核菌匿 中二存 スル成分中免疫元性

テ有 スル物質ハ「エーテル」可溶 「アセ トン」不溶

性物質 ノミニアル事 テ問明セリ、從 ツテ是等物

質 テ含有 セザル免疫元テ以テ シテハ結核免疫 テ

完全二達成 セシムル事全 ク不可能ナリト言 フモ

過言二非ズ ト知ル。

渡邊氏ハ結核菌 ノ抗酸性テ保有 セルハ蝋脂質ニ

ョルモノナルガ如 クニ述ベラル レド余 ガ各種成

分 ノ「チールネルぜ ン」染色テ行ヘル結果 一ヨレ

バ、蝋脂質!ミ ナラズ燐脂質ニモ抗酸性テ有 ス

ル事 テ閣明セリ。

以上述ベタルガ如 ク結核菌 ノ禮 内播布二重要ナ

ル役目テ演ゼル淋巴系統ニヨル播布 ガ
、燐脂質

ノ注入一ヨリ阻止シ得ルモ ノナ リト閲明 シタル

以上、更 二今後 ノ研究 ニヨリ血流内進入結核菌

ノ播布阻止テ悶明 シ得 タルナラバ結核感染防禦

ノ目的 ノ大牛ガ達 セラル・モ ノト考 フ
。

、
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第八章 結 論

1)Anderson氏 ノ結核菌盟成分抽出方二微 ヒ、

第一一、及 ビ第二燐脂質、脂肪、蝋脂質、水可溶

性物質 ノ5成 分テ抽出スル事 ラ得タリ。

2)'燐 脂質、蝋脂質ハ、夫々抗酸性テ有 ス。

3)燐 脂質、脂肪、蝋脂質 ノ皮下吸牧ハ不良 ニ

シテ可成強度 ノ局塵反慮 テ惹起 スル ト錐 モー般

症状 二影響 ラ及ボス事ナシ。

4)燐 …脂質 ノ禮内注入ニヨリテハ血管系統 テ介

シテ前進スベキ結核菌 ノ播布 テ阻止 シ得ザレド

モ、淋巴系統ニヨル菌 ノ播布ハ著 シク遷延 セシ

ムル事 テ得、

5)感 染防禦實験、治療数果實験 二於ケル内臓

諸臓器 ノ肉眼的病攣惹起ハ封照實験二比 シ緩慢

ナ リ。

6)燐 脂 質 ハ「ツベ ル クリ ン、 アネル ギー」ノ状

態 ノ下 二於 テ結核菌 ノ艦 内播 布 テ逞延 セシムル

能力 テ有 ス。即 チ「ッベル ク リンァレルギー」ト

免疫 トハ不可分 ノモ ノニ アラズ。

7)燐 脂質、脂肪 、蝋 脂質 ニハ「ツベ ル クリン」

陰 性 ナル試獣 テ「ツ」陽性 二轄化 セ シムル能 力ナ

シ、

8)脂 肪、蝋脂質 ニハ結核菌 ノ禮内播布 テ遅延

セシムベキ能力ナシ。

9)免 疫元性 ノ有無ハ、全身淋巴腺内二於ケル

結核菌播布状態ニヨリ間明スル事 テ得。

欄筆二臨 ミ、恩師、戸田忠雄教授 ノ不断 ノ御指

導、拉 二御懇篤ナル御校閲ニヨリ本研究 テ完結

シ得 タル事二封 シ満腔 ノ謝意テ表 ス。
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